
決算特別委員会開催
令和6年度一般会計歳出合計
6２４億9,132.8万円

第3回定例会
25議案・１請願を審議
21議員が一般質問

6２４億9,132.8億9,132.8億 万円
財政調整基金残高 約168億円
財政力指数 0.706

無償譲渡
くれよんかん→萱場自治会
はたらふれあい館→シルバー人材センターシルバー人材センター
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定額減税及び物価高騰対策
新一万円札発行記念事業
「ふくしの窓口」開設
中学校体育館エアコン設計
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令和６年度 一般会計歳出決算内訳令和６年度 一般会計歳入決算内訳
議会費
  0.5％

総務費
14.1％

民生費
42.0％

衛生費
6.0％

労働費
0.1％

公債費
5.4％

教育費
10.6％

消防費
3.7％

土木費
10.7％

商工費
5.4％

農林水産業費
1.4％

市税 
29.3％

その他 7.8％

繰越金
6.6％

繰入金
4.3％

市債
3.1％

県支出金
6.9％

国庫支出金
19.9％

地方交付税
13.7％

地方譲与税
1.0％

分担金及び負担金・
使用料及び手数料 1.6％

財産収入・寄附金・
諸収入 5.8％

自主財源
47.6％
自主財源
47.6％

依存財源
52.4％
依存財源
52.4％
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令和6年度決算令和6年度決算令和6年度決算令和6年度決算

営の中では目安にとどめるのは厳しいと考えるが、予
算と決算の差異の縮減に引き続き務めていく。住民サ
ービスについては、収入を多くの市民に還元できるよ
う都度補正予算を組み、施策展開を図っている。

土木費について
Q  土木費は67億円で前年から38.3％増と急増している。

主な要因は。
A 	原郷上野台線整備事業が約18億円、中央区画整理事業

が約2億円増加したことが主な要因である。

地方消費税交付金の使途について
Q  地方消費税交付金について、消費税率が引き上げられ

たときに社会保障と税の一体改革で社会保障財源に充
てるようになっている。本市における充当事業やその
事業費、充当額等詳細を知り得ることができないので、
主要施策の成果説明書に総括として添付できないか。

A  地方消費税交付金のうち引き上げ分の社会保障財源に
ついては、その使途を明示するよう国から示されてい
る。本市においては、使途について、各施策に対する
充当状況を市のHPで継続的に掲載してきた。今後は成
果説明書に記載する方向で調整していく。
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名
の
議
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【本会議】
　［1日］議案説明、［4日］議案質疑
　［18日、19日、22日］一般質問
　［25日］採決

【委員会】
　［  8日］産業建設委員会
　［  9日］総務委員会
　［10日］福祉文教委員会
　［11日、12日］決算特別委員会

9月定例会 （9/1～9/25…25日間）

款 決算額
議会費 286,103
総務費 8,801,759
民生費 26,256,270
衛生費 3,742,448
労働費 80,205
農林水産業費 906,113
商工費 3,398,117
土木費 6,675,853

款 決算額
消防費 2,325,528
教育費 6,634,453
公債費 3,384,479
合計 62,491,328

歳出内訳 （単位：千円）

○各決算額は、表示単位未満を四捨五入しているため、合計と一致しない場合があります。

款 決算額
市税 19,639,456
地方譲与税 654,636
利子割交付金 8,632
配当割交付金 164,437
株式等譲渡所得割交付金 236,186
法人事業税交付金 310,955
地方消費税交付金 3,511,670
ゴルフ場利用税交付金 47,414

歳入内訳　※網掛けは自主財源 （単位：千円）
款 決算額

環境性能割交付金 144,051
地方特例交付金 793,176
地方交付税 9,173,831
交通安全対策特別交付金 18,882
分担金及び負担金 685,225
使用料及び手数料 389,897
国庫支出金 13,369,716
県支出金 4,617,270

款 決算額
財産収入 696,540
寄附金 1,085,905
繰入金 2,854,974
繰越金 4,438,076
諸収入 2,106,662
市債 2,100,200
合計 67,047,791

Q  令和6年度の財政調整基金残高は、前年度より約2億円
増加して約168億円、また基金総額は前年度より約10
億円増加して約320億円になっている。現在の諸物価
高騰で市民の暮らしが大変な中で、もっと活用すべき
ではないか。

A  令和6年度決算では、求められる各種施策を計画的に推
進しながら、財政運営の健全性を確保できたものと考
えている。物価高騰対策については、国の交付金を活
用しながら、市独自の財源も投じ、令和4年度以降、
累計で約100億円規模の対策を実施してきている。今
後も物価高騰対応については、市民生活に直結するた
め、動向に注視しながら、柔軟に対応していく。

実質収支比率について
Q  本市の実質収支比率12.1％は適正とされる3～5％を大

きく上回っている。住民サービスへの還元が不足して
いるのではないか。

A  実質収支比率は財政運営の健全性を示す指標の一つで
ある。集計結果の出ている令和5年度の数値において、
本市は県内40市中10位であり、比率が３～５％の団体
はごく一部である。現在の地方自治体における財政運

財政調整基金を市民の暮らしの支援に活用すべきではないか。

財政状況は良好
　令和６年度は、物価高騰が長期化する中で国による定額減税が実施され、
これに係る事務を速やかに行うとともに、社会問題化している複合的な課
題を抱える方々の総合支援窓口「ふくしの窓口」を設置するなど、市民一人
一人に寄り添った体制整備を推進しました。さらに、渋沢栄一翁の情報発
信と深谷市の知名度向上、さらには市内の活性化へ向けての取組を積極的
に実施しました。施設面では、令和８年４月の開園に向けて幼稚園・こど
も館複合施設の建設に着手するとともに、猛暑に対する教育環境の改善を
図るため、学校体育館へのエアコン設置に向け、中学校における設計業務
を実施しました。
　こうしたなかでも、市債残高は減少し、基金全体の残高については、財
政調整基金をはじめとした基金の適切な管理に努めた結果、おおむね前年
度並みの水準を確保しています。また、実質公債費比率や将来負担比率に
ついても、良好な状況を維持しています。

主なポイント

財政指標
・財政力指数　　　０．７０６
　財政力指数とは、地方公共団体の財政力を示す指数で、指数が高いほど

普通交付税算定上の留保財源が大きいことになり、財源に余裕がある
といえます。

・経常収支比率　　９１．５％
　経常収支比率とは、財政構造の弾力性を測定する指標です。経常収支比

率が低いほど財政運営に弾力性があり、政策的に使えるお金が多くあ
ることを示しています。

・実質公債費比率　－１．５％
　実質公債費比率とは、市の財政規模に対する、公債費の割合を示す指標

です。数値が高いほど、借入金の返済負担が大きいことを意味します。

・将来負担比率　－ （※良好なため、比率は生じていない）
　将来負担比率は、地方公共団体が将来支払う必要がある負債の総額が、

市の財政規模に対して、どのくらいの割合になるかを示す指標です。
　数値が高い場合、将来的な財政運営に影響を及ぼす可能性があります。

主なポイント
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農業振興地域整備推進事業　
Q  遊休農地解消補助金の交付件数と金額について

伺う。
A  遊休農地解消補助金は、農業委員会が遊休農地

と判定した農地に対し、雑草や木々を除去、解
消する工事を実施し、解消作業に要した経費の
一部を補助するもので、令和６年度においては
遊休農地解消補助金を交付した人数、件数が２
件、金額では合計で10万5,910円となっている。

	 なお、この解消補助金を利用するためには、農
地を借りたい人が解消工事を実施し、その土地
を３年以上耕作していただくことが条件となっ
ている。

農業基盤整備事業　
Q  多面的事業等補助金の深谷市の総額の予算決算

について伺う。
A  令和６年度においては、深谷市における活動組

織は44団体あり、その予算額は 7,100万円で、
	 その決算は 6,733 万 4,026 円である。なお、

当交付金に係る予算の区分は、国２分の１補助、
県、市が４分の１ずつの負担割合の補助となっ
ている。

地域通貨推進事業　
Q  地域通貨ネギーを取り入れ、成果が向上したイ

ベントについて伺う。
A  障害者施設の授産製品の販売促進取組で授産製

品での売上げの向上により、障害者の工賃アッ
プと、経済的な自立を支援することを目的とし
て、令和６年10月から12月にかけ、授産製品20
％ポイントバックキャンペーンを実施した。本
キャンペーンでは市内の障害者施設、15 施設に
ご参加いただき発行されたポイント総額は約41
万ネギー、期間中のネギーの各施設利用額合計
は約219万円であった。キャンペーン期間中の
利用額の月平均は約73万円で、実施前の月平均
約14万円と比べて5.2倍に増加した。また、キ
ャンペーン終了後も月平均の利用額が、実施前
の月平均と比べて約2.5倍に増加した。

いじめ・不登校対策事業
Q  不登校の児童生徒の減少を目指す取組をしてい

るが、校内教育支援センターの取組やその効果
を伺う。

A  子供のいじめ問題の対応については、全中学校
に教育相談員の配置、全小・中学校に校内教育
支援センター（アプローチルーム）、教育研究所
に教育支援センターを配置している。校内教育
支援センターについては、令和４年度に一部の
学校において試行的に実施し、令和５年度に全
校に設置を完了しており、利用人数は令和４年
度が215人、令和５年度が324人、令和６年度は
374人と年々増加傾向となっており、不登校児童
生徒にとって大切な居場所となっている。

Q  教室復帰や学校復帰をできた人数は。
A  令和５年度はアプローチルームから教室復帰が

できた児童生徒は65人、また教室には入れない
がアプローチルームに来ることによって学校復
帰できた児童生徒は49人。令和６年度はアプロ
ーチルームから教室復帰できた児童生徒は 66
人、教室には入れないがアプローチルームに来
ることによって学校復帰できた児童生徒は61人。

ウオーキング推進事業
Q  執行率が 26.1％と低い理由は。
A  コースマップの在庫が十分残っていたため、作

成費用が抑えられたこと、また、イベント用の
消耗品の購入に当たり、余剰品を有効活用をす
ることで支出が抑えられた。

母子健康包括支援事業
Q  保健師等の専門職が全ての妊産婦等の状況を継

続的に把握し、必要に応じてプランを作成する
とあるが、プランを何件作成したのか。

A  母子健康手帳の交付件数728件(妊娠届出数）。
そのうちサポートプランを作成した件数は41件で
ある。

ふっかちゃん子ども食育サポート事業
Q  離乳後期から１歳児頃の食事環境を整えるため、

子ども用食事マットが支給されているが、マッ
トに決定をした経緯は何か。

A  平成30年度から令和３年度まで食育サポート事
業として、ふっかちゃん食事用ポケットつきエ
プロンを配布していた。配布した方へアンケー
トを実施したところ、「年齢が大きくなるとエプ
ロンを取ってしまう」という意見があり、長い期
間使用でき効果的と考えた。

保育士奨学金返済支援事業
Q  補助金の交付人数と金額を伺う。
A  交付人数６名。金額については108万円。
Q  執行率が54.5％と低い理由とその対策は。
A  執行率が低い理由は、過去の経緯より令和６年

度新規対象者６名を想定したが結果３名だった。
	 今後は、引き続きホームページや各保育園の園

長会議で制度のＰＲを行い、保育園に実習に来る
学生にもPR を行っていく。

防犯のまちづくり支援事業
Q  不用額が出ている要因と、防犯対策補助金交付

決定額からのネギー利用額との相対状況はどの
様になっているのか。

A  不要額の主な要因は、市民の特殊詐欺被害を防
	 止するために実施した詐欺被害防止機能つき電

話の対応事業で、予算では電話機１台１万円で
	 200台の購入を予定していたが、見積り合わせ

の結果150万7,000円で購入できたことにより、
	 49万3,000円が不用額となり、交付決定件数並

びに決定額は324件281万3,000円になった。
また、令和６年度中に利用されたネギーがおお
むね半額の142万6,884円となったことにより、
138万6,116円が不用額となった。これは利用
期間を180日間と設定しており、利用期間が年
度をまたぐことが理由である。

水道事業会計
Q  水道事業会計では有収率が81.6％と、対前年で

0.4ポイントの減少ということだが、道路下の漏
水実績、どの地区でどのような道路が多いのか。

A  令和６年度の道路下の配水管及び給水管の漏水
件数は120件である。道路下における漏水をし
た地域だが、配水管では深谷地区が30件、岡部
地区が11件、川本地区が６件、花園地区が８件
となっている。給水管については、深谷地区が
45件、岡部地区が13件、川本地区が５件、花
園地区が２件となっている。道路下の漏水実績
は、配水管、給水管ともに深谷地区が多い状況
である。また、どのような道路で漏水の発生が
多いのかについては、漏水の傾向を見ると交通
量や道路の規模などの道路状況によらず、水道
管の材質や埋設年度による要因が大きいことが
考えられる。

※誌面に掲載のない方の各議案、請願に
ついての討論概要については、深谷市
議会のホームページに掲載しています。

福祉
−主な事業費−
保育施設運営事業（公立･私立） 
障害者支援事業　
生活保護費支給事業
幼稚園・こども館複合施設建設
事業（こども館）

約５４億１,３７４万円
約４４億４,０４８万円
約２７億１,１３２万円

約６億１,９９６万円
（千円単位四捨五入）

暮らし･協働
−主な事業費−
原郷上野台線整備事業
清掃センター負担金
中央土地区画整理事業
道路維持管理事業

約１９億３,９８５万円
 約１２億３,１０７万円

約８億　 ５４４万円
約４億７,７７５万円
（千円単位四捨五入）

教育
−主な事業費−
給食事業（幼・小・中）
文化財施設管理活用事業
公民館施設整備維持事業
幼稚園・こども館複合施設建設
事業（幼稚園）

約６億７,９１４万円
約６億７,６５４万円
約３億２,９４６万円
約３億　　 ４２万円
（千円単位四捨五入）

産業
−主な事業費−
地域通貨推進事業
産業価値向上事業
産業拠点推進事業
深谷グリーンパーク管理運営事業

約１３億９,６２２万円
約４億９,６２７万円
約２億３,７８０万円
約２億　 ４０１万円
（千円単位四捨五入）

反
対
討
論　

　

総
額
約
63
億
円
の
大
型
公
共
工

事
３
件
の
入
札
が
、
市
の
一
般
競

争
入
札
に
よ
り
市
内
の
企
業
グ
ル

ー
プ
に
対
し
、
筑
波
大
学
楠
教
授

が
提
唱
す
る「
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー

構
造
」が
有
利
に
機
能
し
、
３
件

の
工
事
の
平
均
落
札
率
は
99
．
６

７
％
と
ほ
ぼ
予
算
と
一
致
す
る
結

果
と
な
り
、
市
民
一
人
あ
た
り
約

５
千
円
、
総
額
約
７
億
円
の
税
金

の
無
駄
遣
い
と
な
っ
た
。　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

村
川　

徳
浩

　

ほ
か
反
対
討
論　

　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木　

三
男

賛
成
討
論　

　

総
合
計
画
に
基
づ
き
市
民
の
た

め
の
各
種
施
策
が
計
画
的
か
つ
着

実
に
実
施
さ
れ
た
決
算
で
あ
り
、

地
域
の
持
続
的
発
展
に
寄
与
し
た

内
容
で
あ
る
。
ま
た
、
物
価
上
昇

が
市
民
生
活
に
影
響
を
及
ぼ
す
中
、

国
の
交
付
金
に
よ
る
支
援
だ
け
に

頼
ら
ず
、
市
独
自
に
一
般
財
源
を

投
入
し
て
機
動
的
な
対
策
を
実
施

し
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
議
会
が
議

決
し
た
予
算
に
基
づ
き
、
各
種
事

業
を
着
実
に
進
め
、
財
政
の
健
全

性
も
維
持
で
き
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　

福
島　

秀
樹

　

ほ
か
賛
成
討
論

　
　
　
　
　
　
　

五
間　

く
み
子

決算特別委員会
委員長　茂木　一郎

議長　
田口　英夫

決算特別委員会
副委員長　八須　由憲

議会が決定した予算が適正に執行され
たかどうかを審査するとともに、決算
関係書類に基づき、行政効果や経済効
果を確認し、客観的に評価する決算審
査の責務を果たせたと思います。

令和６年度決算を集中審査するため、
決算特別委員会を設置しました。
質疑の通告は１１６項目ありました。
質疑の一部を掲載します。

緊張感のある審査を
行いました。
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議案Ｑ＆A議案Ｑ＆A議案Ｑ＆A議案Ｑ＆A

Q

現
在
利
用
し
て
い
る
団
体
等
は
、
今
ま
で
ど
お
り
借
り

る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。
ま
た
、
そ
の
利
用
料
は
。

A

譲
渡
と
な
っ
た
後
の
貸
出
し
、
あ
る
い
は
使
用
料
は
、

自
治
会
が
決
め
て
い
く
も
の
と
考
え
て
い
る
。

Q

現
在
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
者
が
常
駐
し
て
い

る
が
、
自
治
会
所
有
に
な
っ
て
も
誰
か
が
常
駐
す
る
の
か
。

A

４
月
以
降
は
萱
場
自
治
会
に
譲
渡
さ
れ
る
の
で
、
市
の

職
員
や
、
シ
ル
バ
ー
の
職
員
を
そ
こ
に
配
置
を
す
る
考
え
は

な
い
。

反
対
討
論　

　

市
の
財
政
的
負
担
を
自
治
会
に
転
嫁
す
る
も
の
で
あ
り
、

住
民
全
体
へ
の
説
明
会
も
行
わ
れ
ず
、
合
意
形
成
も
極
め
て

不
十
分
で
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
川　

徳
浩

　

ほ
か
反
対
討
論　
鈴
木　

三
男　

小
林　

真

賛
成
討
論　

　

建
設
用
地
を
萱
場
在
住
の
方
々
か
ら
寄
付
を
い
た
だ
き
建

て
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
廃
止
に
際
し
て
、
萱
場
自
治
会
か

ら
自
治
会
館
と
し
て
利
用
し
た
い
と
無
償
譲
渡
の
要
望
書
が

提
出
さ
れ
、
協
議
を
重
ね
上
程
さ
れ
た
。
先
例
市
で
は
譲
渡

時
に
補
助
金
を
支
給
し
て
い
る
所
も
あ
り
、
検
討
す
べ
き
と

申
し
添
え
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

清
水　

健
一

　

土
地
の
一
部
が
、
萱
場
自
治
会
員
の
方
か
ら
地
元
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
条
件
に
市
に
譲
渡
さ
れ

て
い
る
こ
と
。
自
治
会
の
各
種
行
事
が
く
れ
よ
ん
か
ん
を
全

館
使
用
し
て
い
る
実
績
が
あ
る
こ
と
。
市
の
担
当
部
署
か
ら

Q

渋
沢
栄
一
の
日
と
し
た
ほ
う
が
い
い
と
思
う
が
。

A

深
谷
に
生
ま
れ
、
一
万
円
札
の
顔
と
な
っ
た
渋
沢
栄
一

を
誇
り
に
思
う
こ
と
は
、
ふ
る
さ
と
深
谷
へ
の
愛
着
と
理
解

を
深
め
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
。
新
札
が
発
行
さ
れ
た
７
月

３
日
を
一
つ
の
き
っ
か
け
と
し
て「
深
谷
市
民
の
日
」に
定
め
、

渋
沢
栄
一
の
こ
と
を
深
く
考
え
、
郷
土
愛
を
醸
成
す
る
こ
と

を
考
え
て
い
る
が
、
渋
沢
栄
一
に
限
ら
ず
郷
土
の
偉
人
や
深

谷
市
の
い
い
と
こ
ろ
を
考
え
る
日
と
し
て
い
き
た
い
。

Q

ど
の
よ
う
な
事
業
を
想
定
し
て
い
る
の
か
。

A

現
時
点
で
は
、
具
体
的
に
考
え
て
い
な
い
。
基
本
的
に

渋
沢
栄
一
政
策
推
進
課
が
や
る
べ
き
こ
と
を
考
え
、
事
業
の

実
施
に
当
た
っ
て
は
、
関
係
各
所
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
進

め
て
い
き
た
い
。

Q

同
時
に
市
民
、
市
民
団
体
に
も
呼
び
掛
け
る
の
か
。

A

現
時
点
で
は
、
請
願
提
出
者
の
深
谷
青
年
会
議
所
、
深

谷
商
工
会
議
所
の
青
年
部
、
商
工
会
青
年
部
、
市
民
大
学
の

校
友
会
を
考
え
て
い
る
が
、
他
に
も
地
域
の
様
々
な
団
体
や

市
民
の
方
と
連
携
し
て
実
施
す
る
こ
と
で
、
多
く
の
方
に
参

加
し
て
も
ら
え
る
機
会
と
し
た
い
。

反
対
討
論　

　

条
例
の
趣
旨
に
は
賛
成
だ
が
、
期
日
は
渋
沢
栄
一
が
肖
像

と
な
っ
た
一
万
円
札
の
発
行
日
で
あ
り
、
趣
旨
内
容
に
、
渋

沢
栄
一
を
誇
り
に
思
う
心
を
育
み
、
と
あ
る
。
条
例
の
内
容

か
ら
し
て「
市
民
の
日
」と
す
る
の
は
無
理
が
あ
り
、「
渋
沢

栄
一
の
日
」と
す
る
べ
き
で
あ
る
。　
　
　
　

 

小
泉　
　

誠

　

条
文
を
見
る
限
り
渋
沢
栄
一
を
前
面
に
出
し
て
お
り
、
深

Q

こ
ど
も
館
の
運
営
は
指
定
管
理
者
で
は
な
く
、
直
営
で

行
い
、
継
続
的
に
子
ど
も
や
保
護
者
に
関
わ
れ
る
立
場
の
職

員
で
あ
る
べ
き
だ
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

A

こ
ど
も
館
の
運
営
は
、
一
部
業
務
委
託
は
あ
る
が
直
営

で
行
う
。
市
の
職
員
は
、
一
般
的
な
事
務
の
ほ
か
、
施
設
全

体
の
こ
ど
も
の
見
守
り
な
ど
の
業
務
も
行
う
。

Q

市
外
高
校
生
の
利
用
料
金
は
５
０
０
円
と
の
こ
と
だ
が
、

市
内
に
通
学
す
る
生
徒
は
無
料
に
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

A

市
内
に
通
学
す
る
市
外
在
住
の
児
童
生
徒
は
、
使
用
料

の
免
除
を
考
え
て
い
る
。

こ
ど
も
館
条
例

条例次
代
の
社
会
を
担
う
こ
ど
も
の
健
全
な
育
成
及
び
子
育
て

の
支
援
を
図
る
た
め
、
こ
ど
も
館
を
設
置
す
る
も
の
で
す
。

Q

国
済
寺
土
地
区
画
整
理
事
業
特
別
会
計
繰
出
金
で
、
繰

越
金
確
定
で
減
額
に
な
っ
た
が
、
要
因
は
。

A

特
別
会
計
の
歳
入
が
増
額
し
た
分
一
般
会
計
繰
出
金
を

減
額
す
る
も
の
で
あ
る
。
繰
越
金
は
主
に
委
託
費
や
工
事
費

の
執
行
残
額
で
、
要
因
は
交
渉
が
難
航
し
建
物
調
査
や
、
道

路
工
事
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
。

Q

国
済
寺
土
地
区
画
整
理
事
業
は
令
和
15
年
が
期
限
の
予

定
だ
が
、
用
地
交
渉
の
進
捗
に
影
響
が
出
て
い
る
の
か
。

A

ま
だ
契
約
し
て
い
な
い
地
権
者
も
何
名
か
お
り
、
引
き

続
き
丁
寧
に
権
利
者
と
交
渉
を
進
め
て
い
き
た
い
。
進
捗
状

況
は
、
15
年
度
ま
で
に
完
了
を
目
指
し
て
進
め
て
い
き
た
い
。

担
い
手
育
成
支
援
事
業

Q

ど
の
よ
う
な
ス
マ
ー
ト
農
業
機
械
で
、
ど
こ
に
導
入
さ

れ
る
の
か
。

A

農
薬
散
布
等
多
目
的
ド
ロ
ー
ン
１
台
の
導
入
補
助
。
補

助
金
の
交
付
先
は
、
株
式
会
社
ふ
か
や
ア
グ
リ
サ
ー
ビ
ス
で

あ
る
。

令
和
７
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算（
第
３
号
）

補正保
育
所
等
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
推
進
経
費
や
旧
煉
瓦
製
造
施
設
保

存
修
理
事
業
に
係
る
除
去
土
等
の
処
分
費
用
な
ど
、
合
わ

せ
て
34
億
６
，
４
７
７
万
３
千
円
を
追
加
す
る
も
の
で
す
。

財
産
の
無
償
譲
渡

　
　
（
く
れ
よ
ん
か
ん
）

財産地
元
自
治
会
へ
建
物
を
無
償
譲
渡
す
る
も
の
で
す
。

深
谷
市
民
の
日
を
定
め
る
条
例

条例渋
沢
栄
一
が
肖
像
と
な
っ
た
一
万
円
札
の
発
行
日
で
あ
る

７
月
３
日
を
、
深
谷
市
民
の
日
と
す
る
も
の
で
す
。

Q

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
施
設
を
使
う
こ
と
に
つ
い

て
、
新
た
に
決
ま
っ
た
こ
と
は
あ
る
の
か
。

A

中
は
多
少
改
装
し
事
務
室
と
し
て
使
う
と
伺
っ
て
い
る
。

Q

会
議
室
を
、
一
般
の
方
が
使
う
こ
と
は
あ
り
得
る
の
か
。

A

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
ほ
う
で
全
て
の
部
屋
を
使

う
の
で
、
一
般
貸
出
は
考
え
て
い
な
い
。

反
対
討
論　

　

は
た
ら
ふ
れ
あ
い
館
は
、
６
月
議
会
で
廃
止
条
例
が
可
決

さ
れ
、
廃
止
が
決
ま
っ
た
が
、
高
齢
者
や
障
害
者
に
配
慮
し

た
バ
リ
ア
フ
リ
ー
で
、
子
供
た
ち
に
も
利
用
し
や
す
い
公
共

施
設
で
あ
る
。
わ
ん
ぱ
く
ラ
ン
ド
や
く
れ
よ
ん
か
ん
と
同
時
期

に
廃
止
さ
れ
る
の
で
、
６
月
議
会
で
は
、
は
た
ら
ふ
れ
あ
い
館

の
廃
止
議
案
に
反
対
し
た
。
は
た
ら
ふ
れ
あ
い
館
の
存
続
を

強
く
求
め
る
の
で
、
本
議
案
に
反
対
す
る
。　

鈴
木　

三
男

　

使
い
勝
手
の
い
い
施
設
で
あ
り
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
が
市
民
に
開
放
す
る
な
ど
活
用
の
や
り
方
は
あ
る
。
そ
の

た
め
に
も
無
償
譲
渡
で
な
く
、
指
定
管
理
な
ど
別
の
方
法
を

考
え
た
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
林　
　

真

　

ほ
か
反
対
討
論　
村
川　

徳
浩

財
産
の
無
償
譲
渡

　
（
は
た
ら
ふ
れ
あ
い
館
）

財産シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ
建
物
を
無
償
譲
渡
す
る
も
の

で
す
。

説
明
を
受
け
、
自
治
会
総
会
に
お
い
て
経
過
等
の
説
明
が
な

さ
れ
、
納
得
し
、
萱
場
自
治
会
館
と
し
て
使
用
し
た
い
旨
の

申
し
出
が
あ
っ
た
こ
と
。
こ
の
よ
う
な
経
過
に
よ
り
、
無
償

譲
渡
に
よ
り
、
萱
場
自
治
会
に
と
っ
て
特
段
問
題
が
な
い
と

考
え
ら
れ
る
た
め
、
こ
の
議
案
に
賛
成
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

坂
本　
　

博

谷
市
民
の
日
と
乖
離
し
て
い
る
。
こ
こ
で
深
谷
市
民
の
日
と

す
る
の
は
無
理
が
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　

山
出　

秀
明

賛
成
討
論　

　

深
谷
市
民
が
、
郷
土
深
谷
へ
の
理
解
と
関
心
を
深
め
、
愛

着
と
誇
り
を
育
み
、
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く

た
め
に
、
渋
沢
栄
一
翁
肖
像
の
新
札
発
行
を
き
っ
か
け
と
し

て
、
市
民
が
深
谷
市
の
こ
と
を
考
え
る
日
を
定
め
る
こ
と
、

ま
た
本
市
の
子
ど
も
た
ち
の
教
育
の
柱
で
あ
り
、
栄
一
翁
の

精
神
で
あ
る「
立
志
と
忠
恕
の
深
谷
教
育
」を
、
次
世
代
の
子

ど
も
た
ち
に
継
承
し
て
い
く
た
め
に
も
意
義
が
あ
る
。　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

柿
澤　

祐
介

　

一
万
円
札
が
発
行
さ
れ
た
日
、
こ
の
日
を
き
っ
か
け
に
深

谷
市
民
と
し
て
深
谷
市
を
ど
う
考
え
る
か
、
そ
れ
を
深
め
る

日
と
い
う
意
味
で
理
解
し
た
。
改
め
て
、
そ
こ
に
栄
一
翁
の

名
前
が
乗
ら
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
深
谷
を
ど
う
す
る
か
、

深
谷
市
の
将
来
を
ど
う
す
る
か
を
考
え
る
き
っ
か
け
の
日
と

理
解
し
、
こ
の
日
を
深
谷
市
民
の
日
と
定
め
る
こ
と
に
賛
成

す
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
間　

く
み
子

　

７
月
３
日
の
新
札
発
行
を
記
念
し
て
、
そ
の
中
に
渋
沢
栄

一
の
業
績
も
讃
え
、
関
連
す
る
と
こ
ろ
も
全
部
含
め
て
と
あ

り
、
条
文
の
文
言
か
ら
何
の
違
和
感
も
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

湯
本　

哲
昭

賛
成
討
論　

　

建
物
自
体
に
耐
震
性
が
あ
り
、
機
能
が
公
民
館
に
集
約
さ

れ
た
後
も
、
引
き
続
き
活
用
が
可
能
で
あ
る
。
そ
の
様
な
中
、

深
谷
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
老
朽
化
を
迎
え
、
新
た

な
移
転
先
を
探
し
て
い
た
。
既
に
移
転
の
調
整
が
整
っ
て
お

り
、
は
た
ら
ふ
れ
あ
い
館
の
廃
止
後
の
有
効
活
用
に
つ
い
て

は
、
深
谷
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
適
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

繋　
　

由
香

　

ほ
か
賛
成
討
論　
富
田　

勝

Q

埼
玉
県
の
補
助
金
交
付
要
綱
の
改
正
に
伴
う
条
例
改
正

で
あ
り
、
こ
の
改
正
で
精
神
障
害
者
手
帳
２
級
の
方
も
対
象

と
な
る
が
、
精
神
医
療
の
み
と
限
定
さ
れ
た
理
由
を
伺
う
。

A

精
神
障
害
者
２
級
の
方
は
精
神
障
害
者
手
帳
所
持
者
の

６
割
を
占
め
て
い
る
こ
と
、
ま
た
増
加
傾
向
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
今
後
の
財
源
確
保
や
制
度
の
持
続
性
の
た
め
一
定
の
基

準
が
必
要
と
考
え
た
。

Q

精
神
１
級
と
同
様
な
制
度
に
す
る
よ
う
意
見
書
を
提
出

す
べ
き
だ
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

A

県
内
の
状
況
等
も
確
認
し
て
、
必
要
が
あ
れ
ば
意
見
書

等
も
考
慮
し
た
い
。

重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
支
給

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

条例精
神
障
害
者
２
級
の
手
帳
所
持
者
の
精
神
通
院
医
療
費
の

自
己
負
担
を
助
成
し
、
重
度
心
身
障
害
者
の
対
象
を
拡
大

す
る
た
め
改
正
す
る
も
の
で
す
。
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市政への一般質問市政への一般質問 審議結果採決表・請願審議結果採決表・請願

A Q
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
た
児
童
生
徒
の
努
力
は
有
意
義
で
あ
る

子
ど
も
向
け
イ
ベ
ン
ト
参
加
に
お
け
る
評
価
を
し
て
ほ
し
い

市政のここが聞きたい市政のここが聞きたい
議会のホームページから、議会の映像がご覧いただけます。議会のホームページから、議会の映像がご覧いただけます。

〇今井　慶一郎…………………P9
・わんぱくランドのイベント
・子ども向けイベントと学校教育の連携
〇清水　健一………………… P10
・生きる力を育む学校教育
・都市計画税
〇加藤　利江………………… P10
・市営住宅
・上柴分署の建て替え整備
・福祉健康まつり
・友好都市のあり方
〇坂本　博…………………… P11
・マイナンバーカード
・ごみの収集および処分
・平和
〇繋　由香…………………… P11
・災害対策
〇五間　くみ子………………… P12
・介護保険事業
・地域包括ケアシステムの構築に向けて
〇岡　　仁…………………… P12
・高齢者福祉
〇湯本　哲昭………………… P13
・農業の課題
・学校に於ける外国人児童生徒の対応

〇村川　徳浩………………… P17
・令和６年度における公共工事の入札
　結果
・中央土地区画整理事業
・ 「くれよんかん」の無償譲渡に関する
　市の説明責任と今後の課題
〇八須　由憲………………… P17
・渋沢栄一翁と論語の里
・清水川の維持管理
〇富田　勝…………………… P18
・多面的機能支払交付金
・外国人対策
〇小林　真…………………… P18
・小中学校再編
・ＰＴＡなどの「動員」
・「新深谷市史」編纂と市民協働
・こども館とこどもの自治
・アマチュア農家が更新する農村風景
〇茂木　一郎………………… P19
・桜
・新型コロナウイルス感染症
〇髙田　博之………………… P19
・ごみ焼却施設の建設
・ホフマン輪窯の修理完了に伴う管理
　活用棟建設

〇永田　勝彦………………… P13
・ポール移設
〇田島　秀興………………… P14
・公共交通
・高齢者の交通問題
〇福島　秀樹………………… P14
・児童養護施設の現状と課題
〇山出　秀明………………… P15
・深谷市公共施設適正配置計画
・選挙投票
・都市計画
〇佐久間　奈 …々……………… P15
・人工芝から出るマイクロプラスチック
　の流出防止対策
・猛暑日における児童の通学時のヘル
　メット対応
・首長の多選の認識
〇鈴木　三男………………… P16
・外国人住民
・学校給食費の無償化
〇小泉　誠…………………… P16
・学校給食の無償化
・下水道使用料

スマートフォンなどをお持ちの方は、氏名の下のQRコードを専用
アプリで読み取ると、それぞれの録画映像がご覧いただけます。

映像は
こちらから

質 問 項 目 一 覧 （通告順※）

今
いま

井
い

慶
けい

一
いち

郎
ろう

Q

子
ど
も
が
学
習
へ
の
意
欲
と
学
習
的

な
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
を
促
す
た
め
、
学

校
の
長
期
休
み
の
時
期
に
開
催
さ
れ
る
子

ど
も
向
け
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
が
、
学
校

の
課
題
へ
の
取
組
に
並
ぶ
評
価
に
繋
が
る

仕
組
み
を
導
入
し
て
も
ら
い
た
い
。

A

イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
た
体
験
を
学
校

に
示
す
こ
と
は
、
児
童
生
徒
の
努
力
を
認

め
励
ま
す
上
で
、
有
意
義
で
あ
る
と
考
え

る
。

　
今
後
は
、
学
校
の
提
出
課
題
と
リ
ン
ク

し
、
評
価
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
各
学
校
に
働
き
か
け
て
い
く
。

●
わ
ん
ぱ
く
ラ
ン
ド
の
閉
園
イ
ベ
ン

ト
を
提
案
す
る

Q

来
年
３
月
末
で
閉
園
す
る「
わ
ん
ぱ

く
ラ
ン
ド
」に
つ
い
て
、
市
民
が
こ
れ
ま

で
の
思
い
出
を
振
り
返
り
、
感
謝
を
伝
え

る
機
会
と
し
て
、
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
を
提

案
す
る
。

A

指
定
管
理
者
で
あ
る
深
谷
市
地
域
振

興
財
団
と
協
力
し
、
感
謝
の
気
持
ち
を
込

め
た
思
い
出
に
残
る
イ
ベ
ン
ト
開
催
に
向

け
て
準
備
し
て
い
く
。

Q

わ
ん
ぱ
く
ラ
ン
ド
閉
園
後
の
管
理
方

法
と
、
跡
地
の
利
用
計
画
に
つ
い
て
聞
き

た
い
。

A

閉
園
後
は
、
建
物
解
体
を
始
め
て
、

し
ば
ら
く
は
駐
車
場
な
ど
の
利
用
と
な
る
。

　
今
後
は
仙
元
山
再
整
備
の
構
想
に
よ
り

新
た
な
公
園
用
地
と
し
て
考
え
て
い
く
。夏休みに開催。こども大学ふかや

議案等の審議結果 ９月定例会に提出された議案と審議結果は次のとおりです

▼
請
願
第
10
号（
不
採
択
）

　

加
齢
性
難
聴
者
の
補
聴
器
購
入
に
市
の
助
成
を

　

求
め
る
請
願　
　
　
　

　
　

加
齢
性
難
聴
者
の
補
聴
器
購
入
に
市
の
助
成

　

を
求
め
る
会

　

代
表　

今い
ま
　
い井　

謙け
ん

次じ

郎ろ
う　

※
請
願
に
つ
い
て
は
敬
称
略

反
対
討
論　

　

制
度
設
計
を
し
っ
か
り
と
行
い
、
加
齢
性
で
あ

れ
ば
他
の
体
の
部
分
を
踏
ま
え
て
補
助
、
助
成
な

ど
を
今
後
考
え
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

今
井　

慶
一
郎

賛
成
討
論　

　

難
聴
者
が
増
え
て
い
る
。
補
聴
器
は
、
難
聴
の

改
善
に
止
ま
ら
ず
、
認
知
症
予
防
や
社
会
参
加
の

必
需
品
で
あ
る
。
高
齢
者
が
地
域
活
動
に
参
加
す

る
こ
と
は
、
医
療
費
や
介
護
費
用
の
削
減
に
つ
な

が
る
。
補
聴
器
は
、
高
額
で
保
険
適
用
外
の
た
め

個
人
負
担
で
あ
る
。
年
金
生
活
者
や
低
所
得
の
高

齢
者
に
と
っ
て
負
担
が
大
き
す
ぎ
、
負
担
の
軽
減

が
望
ま
れ
て
い
る
。　
　
　
　
　
　

鈴
木　

三
男

　

難
聴
と
認
知
症
、
鬱う

つ

に
関
す
る
国
際
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
で
、
難
聴
が
進
む
と
認
知
症
の
発
症
リ
ス
ク

が
高
ま
る
と
の
報
告
が
さ
れ
た
。
厚
労
省
も
認
知

症
施
策
推
進
総
合
戦
略
の
中
に
難
聴
は
危
険
因
子

と
明
記
し
た
。
こ
の
よ
う
な
流
れ
の
中
、
全
国
で

補
聴
器
購
入
助
成
制
度
の
創
設
が
広
が
っ
て
い
る
。

補
聴
器
は
非
常
に
高
額
で
あ
り
、
ま
た
定
期
的
に

調
整
も
必
要
で
あ
る
。　
　
　
　

佐
久
間　

奈
々

請
願
の
審
査
結
果

〈『
市
政
の
こ
こ
が
聞
き
た
い
』の
記
事
は
質
問
者
本
人
が
執
筆
し
た
も
の
を
編
集
し
、
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。〉

会　派　名 深谷同志会 深和会 公明党 日本
共産党 元氣会 小林

ミルク
無

会派
審
議
結
果

議  員  名

議  案  等

田
島
　
秀
興

岡
　
　
　
仁

柿
澤
　
祐
介

福
島
　
秀
樹

今
井
慶
一
郎

湯
本
　
哲
昭

八
須
　
由
憲

清
水
　
健
一

田
口
　
英
夫

⻆
田
　
義
徳

富
田
　
　
勝

茂
木
　
一
郎

永
田
　
勝
彦

髙
田
　
博
之

坂
本
　
　
博

繫
　
　
由
香

五
間
く
み
子

佐
久
間
奈
々

鈴
木
　
三
男

山
出
　
秀
明

加
藤
　
利
江

小
林
　
　
真

村
川
　
徳
浩

小
泉
　
　
誠

令和６年度一般会計歳入歳出決算認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議
　
長（
※
）

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 × × 認　定

令和６年度国済寺土地区画整理事業特別会計歳入歳出
決算認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 × × 認　定

深谷市民の日を定める条例 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 × × 可　決

財産の無償譲渡について（くれよんかん） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × 〇 × × × 可　決

財産の無償譲渡について（はたらふれあい館） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × 〇 × × × 可　決

加齢性難聴者の補聴器購入に市の助成を求める請願 × × × × × × × × × × × × × × × × 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 不採択

全会一致とならなかった提出案件審議結果と各議員の賛否一覧 【 〇：賛成、×：反対 】

※議長は可否同数のみ採決に参加します。

議案番号 件　　　　　名 審議結果

第４４号 令和６年度深谷市一般会計歳入歳出決算認定につ
いて 認定

第４５号 令和６年度深谷市国民健康保険特別会計歳入歳出
決算認定について 認定

第４６号 令和６年度深谷市後期高齢者医療特別会計歳入歳
出決算認定について 認定

第４７号 令和６年度深谷市国済寺土地区画整理事業特別会
計歳入歳出決算認定について 認定

第４８号 令和６年度深谷市水道事業会計利益の処分及び決
算認定について 可決・認定

第４９号 令和６年度深谷市下水道事業会計利益の処分及び
決算認定について 可決・認定

第５０号 深谷市民の日を定める条例 可決
第５１号 深谷市税条例の一部を改正する条例 可決
第５２号 深谷市手数料条例の一部を改正する条例 可決

第５３号 深谷市重度心身障害者医療費支給に関する条例の
一部を改正する条例 可決

第５４号 深谷市こども館条例 可決
第５５号 深谷市水道事業給水条例の一部を改正する条例 可決

第５６号
深谷市布設工事監督者の配置基準及び資格基準並
びに水道技術管理者の資格基準に関する条例の一
部を改正する条例

可決

第５７号 深谷市下水道条例の一部を改正する条例 可決

議案番号 件　　　　　名 審議結果

第５８号

深谷市議会議員及び深谷市長の選挙における選挙
運動用自動車の使用及びポスターの作成の公営に
関する条例及び深谷市議会議員及び深谷市長の選
挙におけるビラの作成の公営に関する条例の一部
を改正する条例

可決

第５９号 深谷市立学校設置条例の一部を改正する条例 可決
第６０号 財産の無償譲渡について（くれよんかん） 可決
第６１号 財産の無償譲渡について（はたらふれあい館） 可決
第６２号 財産の取得について（新設幼稚園什器備品） 可決
第６３号 工事施行協定の変更協定の締結について 可決
第６４号 令和７年度深谷市一般会計補正予算（第３号） 可決

第６５号 令和７年度深谷市国民健康保険特別会計補正予算
（第１号） 可決

第６６号 令和７年度深谷市後期高齢者医療特別会計補正予
算（第１号） 可決

第６７号 令和７年度深谷市国済寺土地区画整理事業特別会
計補正予算（第１号） 可決
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坂
さか

本
もと

　 博
ひろし

清
し

水
みず

健
けん

一
いち

同
等
の
も
の
と
し
て
気
象
台
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
を
活
用
し
て
い
る

次
期
計
画
の
改
定
時
に
市
営
住
宅
の
方
向
性
を
検
討
す
る

気
象
防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
採
用
す
る
考
え
は
な
い
か

市
内
の
市
営
住
宅
を
建
て
替
え
る
考
え
は
あ
る
の
か

Q

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
手
続
き
は

ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。

A

カ
ー
ド
の
作
成
に
は
、
国
か
ら
送
ら

れ
て
来
る
交
付
申
請
書
に
顔
写
真
を
貼
り

付
け
て
郵
送
す
る
方
法
、
パ
ソ
コ
ン
又
は

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
申
請
す
る
方
法
、

カ
ー
ド
申
請
対
応
の
証
明
写
真
機
を
利
用

し
申
請
す
る
方
法
の
三
つ
の
方
法
が
あ
る
。

Q

カ
ー
ド
の
受
け
取
り
は
、
本
人
以
外

は
出
来
な
い
の
か
。

A

原
則
、
本
人
が
来
庁
の
上
、
厳
正
な

本
人
確
認
実
施
後
、
お
渡
し
す
る
こ
と
が

法
令
で
定
め
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
病
気

な
ど
の
理
由
に
よ
り
、
本
人
の
来
庁
が
困

難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
は
、
代
理

で
受
け
取
る
こ
と
が
出
来
る
。

●
平
和
に
つ
い
て

Q

学
校
で
は
、
平
和
・
戦
争
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
な
教
育
が
行
わ
れ
て
い
る
か
。

A

社
会
科
の
授
業
で
は
、
第
２
次
世
界

大
戦
勃
発
の
経
緯
や
各
国
人
々
の
被
害
状

況
、
日
本
国
憲
法
の
平
和
主
義
、
さ
ら
に

は
国
際
的
な
平
和
維
持
の
取
組
等
に
つ
い

て
多
角
的
に
考
え
る
学
習
を
行
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
国
語
科
で
は
、
戦
時
中
の
人
々

の
暮
ら
し
を
描
い
た
物
語
を
教
材
と
し
、

登
場
人
物
の
心
情
を
読
み
解
く
こ
と
で
、

戦
争
が
人
々
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
る
学
習
を
行
っ
て
お
り
、
道
徳

科
で
は
、
生
命
尊
重
・
国
際
理
解
の
た
め

「
ユ
ダ
ヤ
人
難
民
を
救
っ
た
杉
原
千
畝
」な

ど
の
教
材
を
通
じ
て
、
平
和
を
築
く
た
め

の
価
値
観
を
育
む
教
育
を
行
っ
て
い
る
。

手
続
き
の
体
制
強
化
に
つ
い
て
検
討
を
し
て
い
る

現
時
点
で
は
、
廃
止
や
税
率
引
き
下
げ
は
考
え
て
い
な
い

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
手
続
き
を
支
所
等
で
行
え
な
い
か

都
市
計
画
税
の
廃
止
や
見
直
し
を
行
わ
な
い
の
か

Q

都
市
計
画
税
は
、
下
水
道
工
事
や
区

画
整
理
事
業
に
充
当
で
き
る
目
的
税
で
、

課
税
の
有
無
や
税
率
も
０
．
３
％
以
内
で

市
の
判
断
と
さ
れ
て
い
る
。
都
市
計
画
区

域
内
で
の
下
水
道
工
事
も
終
了
が
近
づ
き
、

新
た
な
区
画
整
理
事
業
も
な
い
中
、
廃
止

や
見
直
し
を
検
討
す
る
時
期
で
は
な
い
か
。

A

都
市
基
盤
の
再
整
備
も
視
野
に
入
れ

今
後
も
安
定
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
支
え
る

重
要
な
財
源
と
し
て
活
用
し
て
い
く
。

Q

廃
止
し
た
市
は
、
受
益
と
負
担
の
公

平
性
と
市
全
体
の
均
衡
あ
る
発
展
を
理
由

に
挙
げ
て
い
る
。
本
市
も
調
整
区
域
で
の

下
水
道
工
事
、
農
業
集
落
排
水
の
下
水
道

接
続
等
使
い
道
の
説
明
が
難
し
く
な
い
か
。

A

説
明
責
任
を
果
た
し
て
い
く
。

Q

都
市
計
画
税
の
廃
止
に
加
え
、
線
引

き
を
廃
止
し
新
た
な
土
地
利
用
制
度
を
開

始
す
る
市
も
あ
る
。
調
整
区
域
で
家
が
建

た
な
い
、
売
却
も
で
き
な
い
と
い
っ
た
市

民
の
声
に
応
え
、
人
口
減
少
や
少
子
高
齢

化
対
策
に
も
な
る
持
続
可
能
な
将
来
を
見

据
え
て
参
考
に
し
て
は
と
申
し
添
え
る
。

●
児
童
生
徒
の
学
力
の
醸
成
は

Q

本
年
４
月
に
実
施
さ
れ
た
全
国
学
力

学
習
状
況
調
査
の
結
果
と
対
策
を
伺
う
。

A

小
学
校
で
は
、
国
語
が
国
を
上
回
り

県
と
同
等
、
算
数
は
国
県
と
同
等
、
理
科

は
国
県
を
上
回
り
、
中
学
校
で
は
、
国
語

は
国
と
同
等
、
数
学
は
国
を
上
回
っ
た
が

両
教
科
と
も
県
を
下
回
っ
た
。
理
科
は
国

県
を
下
回
る
結
果
と
な
っ
た
。

　
児
童
生
徒
一
人
一
人
に
確
か
な
学
力
を

身
に
付
け
さ
せ
る
た
め
着
実
に
取
組
を
進

め
て
行
く
。

加
か

藤
とう

利
とし

江
え

Q

市
営
住
宅
は
建
設
後
だ
い
ぶ
年
数
が

経
過
し
て
い
る
。
建
て
替
え
る
考
え
は
あ

る
の
か
。

A

市
内
に
は
上
柴
、
緑
ケ
丘
、
宿
根
、

戸
森
、
新
井
の
５
箇
所
に
市
営
住
宅
が
存

在
し
て
お
り
、
一
番
古
い
建
物
は
昭
和
46

年
竣
工
の
上
柴
住
宅
で
54
年
が
経
過
し
て

い
る
。
公
営
住
宅
の
耐
用
年
数
は
、
国
土

交
通
省
に
よ
り
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
で

70
年
と
定
め
ら
れ
て
お
り
、
全
て
の
市
営

住
宅
に
お
い
て
耐
用
年
数
ま
で
の
期
間
に

余
裕
が
あ
る
た
め
、
現
時
点
で
の
建
替
え

は
考
え
て
い
な
い
。

　
市
で
は
、
建
物
を
70
年
維
持
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、「
深
谷
市
営
住
宅
長
寿

命
化
計
画
」を
策
定
し
、
建
物
の
長
寿
命

化
や
居
住
性
が
向
上
す
る
工
事
を
実
施
し

て
い
る
。
耐
用
年
数
が
近
づ
く
建
物
も
あ

る
こ
と
か
ら
、
令
和
12
年
度
の
次
期
計
画

の
改
定
時
点
で
、
建
替
え
を
含
む
市
営
住

宅
の
方
向
性
を
検
討
す
る
。

●
上
柴
分
署
の
建
て
替
え
整
備
に
つ

い
て

Q

上
柴
町
東
３
丁
目
に
は
公
園
が
な
い

の
で
、
分
署
の
跡
地
を
公
園
と
し
て
利
用

し
た
ら
よ
い
と
思
う
が
。

A

現
在
、
移
転
候
補
地
の
用
地
取
得
に

向
け
た
事
務
を
進
め
て
い
る
。
現
分
署
の

建
物
は
耐
震
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
用
地

取
得
後
、
ま
ず
は
、
建
物
の
活
用
策
に
つ

い
て
調
査
研
究
を
進
め
て
い
く
。

●
友
好
都
市
の
あ
り
方
に
つ
い
て

Q

田
野
畑
村
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
周

知
し
て
い
る
の
か
。

A

友
好
都
市
の
Ｐ
Ｒ
用
チ
ラ
シ
の
配
布

や
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
各
友
好
都
市

の
紹
介
を
行
っ
て
い
る
。

繋
つなぎ

　 由
ゆ

香
か

Q

Ｌ
ア
ラ
ー
ト
の
避
難
情
報
入
力
に
つ

い
て
、
ど
の
様
な
組
織
体
制
と
な
っ
て
い

る
の
か
。

A

県
が
運
営
す
る
防
災
情
報
シ
ス
テ
ム

に
即
座
に
入
力
す
る
。
そ
の
後
、
各
市
町

村
の
災
害
情
報
は
Ｌ
ア
ラ
ー
ト
を
通
じ
て

報
道
機
関
へ
一
斉
配
信
さ
れ
る
体
制
で
あ

る
。
ま
た
、
近
隣
市
町
の
防
災
担
当
と
は

電
話
で
直
に
情
報
交
換
も
行
っ
て
い
る
。

Q

高
齢
者
世
帯
を
対
象
に
防
災
ラ
ジ
オ

の
無
償
貸
与
を
始
め
る
考
え
は
な
い
か
。

A

災
害
時
の
情
報
発
信
に
関
し
て
は
、

様
々
な
伝
達
手
段
を
用
い
て
行
う
事
が
重

要
と
考
え
る
。
防
災
ラ
ジ
オ
に
関
し
て
も
、

情
報
伝
達
手
段
の
一
つ
と
し
て
有
効
な
も

の
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

Ｆ
Ｍ
を
受
信
で
き
な
い
地
域
が
あ
る
。

　
本
市
に
お
い
て
は
、
防
災
行
政
無
線
や

メ
ー
ル
配
信
な
ど
に
加
え
て
、
令
和
５
年

度
か
ら
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
を
お
持
ち

で
な
い
方
を
対
象
に
、
自
動
で
自
宅
の
固

定
電
話
に
避
難
情
報
等
を
発
信
す
る「
避

難
情
報
等
架
電
サ
ー
ビ
ス
」を
導
入
し
、

伝
達
手
段
の
拡
充
を
行
っ
て
い
る
。

Q

防
災
ラ
ジ
オ
に
つ
い
て
は
、
過
去
の

一
般
質
問
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
た
。

当
時
は
整
備
費
用
も
課
題
の
一
つ
と
な
っ

て
い
た
が
、
電
波
が
受
信
で
き
る
範
囲
内

で
考
え
る
整
備
費
用
は
ど
れ
程
か
。

A

Ｆ
Ｍ
局
に
設
置
す
る
放
送
機
器
が
３

０
０
万
円
程
度
、
一
般
的
な
防
災
ラ
ジ
オ

が
一
台
当
た
り
８
，
０
０
０
円
程
度
で
あ

る
。（
価
格
は
全
て
二
年
前
当
時
の
も
の
）

　
ま
た
調
査
に
よ
れ
ば
、
電
波
の
届
か
な

い
地
域
に
解
消
目
的
で
中
継
局
を
設
置
し

た
場
合
の
費
用
は
、
一
か
所
１
，
０
０
０

万
～
３
，
０
０
０
万
で
あ
る
。
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岡
おか

仁
ひとし

Q

高
齢
者
の
年
齢
ご
と
の
お
祝
い
や
給

付
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
か
。

A

75
歳
以
上
の
方
へ
、
敬
老
記
念
品
と

し
て
地
域
通
貨
ネ
ギ
ー
１
，
０
０
０
円
分

と
、
そ
の
ネ
ギ
ー
を
利
用
し
購
入
で
き
る

敬
老
記
念
品
カ
タ
ロ
グ
を
郵
送
に
て
贈
呈

し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
自
治
会
や
老
人
ク

ラ
ブ
、
ふ
れ
あ
い
い
き
い
き
サ
ロ
ン
が
実

施
す
る
敬
老
事
業
に
対
し
て
、
補
助
金
を

交
付
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
88
歳
、
99
歳
の
方
へ
は
、
民
生

委
員
を
通
じ
て
記
念
品
を
贈
呈
し
て
い
る
。

Q

地
域
通
貨
ネ
ギ
ー
を
75
歳
以
上
の
市

民
全
員
に
お
送
り
し
て
い
る
と
の
事
だ
が
、

75
歳
以
上
の
市
民
は
何
人
居
る
か
。

A

２
５
，
５
２
７
人（
昨
年
度
比
較
８

４
８
人
増
）で
あ
る
。

Q

昨
年
度
、
88
歳
は
７
４
６
名
、
99
歳

は
78
名
、
１
０
０
歳
は
39
名
と
の
事
だ
が
、

記
念
品
は
ど
の
様
な
物
を
贈
呈
さ
れ
た
か
。

A

88
歳
及
び
99
歳
は
保
冷
保
温
ボ
ト
ル

ホ
ル
ダ
―
、
１
０
０
歳
は
お
花
、
祝
状
、

商
品
券
で
あ
る
。

Q

現
在
１
０
０
歳
以
上
は
何
人
居
る
か
。

A

１
０
１
人
で
あ
る
。

Q

１
０
０
歳
以
上
へ
の
高
齢
者
へ
は
、

ど
の
よ
う
な
お
祝
い
が
あ
る
の
か
。

A

１
０
０
歳
及
び
市
内
の
男
女
最
高
齢

の
方
へ
は
、
市
長
が
直
接
訪
問
し
て
お
花

と
記
念
品
等
を
贈
呈
し
て
い
る
。

　
な
お
、
年
齢
や
介
護
認
定
等
の
状
況
に

応
じ
た
様
々
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
も
行
っ

て
お
り
、
毎
年
７
月
に「
高
齢
者
向
け
の

主
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
」リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を

全
戸
配
布
し
て
周
知
を
図
っ
て
い
る
。

永
なが

田
た

勝
かつ

彦
ひこ

Q

旧
川
本
総
合
支
所
に
設
置
さ
れ
て
い

た
各
種
掲
揚
ポ
ー
ル
を「
ワ
モ
ア
川
本
」へ

移
設
願
い
た
い
。
国
旗
・
市
旗
の
掲
揚
を

早
期
に
。
川
本
地
区
の
市
民
の
願
い
で
あ

る
。

A

川
本
地
区
複
合
施
設「
ワ
モ
ア
川
本
」

に
つ
い
て
は
、
令
和
６
年
４
月
に
開
館
し
、

川
本
地
区
の
新
た
な
生
涯
学
習
活
動
や
地

域
活
動
の
拠
点
と
し
て
、
日
頃
多
く
の
方

に
利
用
さ
れ
、
好
評
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

　
国
旗
掲
揚
ポ
ー
ル
の
移
設
に
つ
い
て
は
、

旧
川
本
総
合
支
所
に
設
置
さ
れ
て
い
る
掲

揚
ポ
ー
ル
を「
ワ
モ
ア
川
本
」へ
移
設
す
る

こ
と
に
関
し
て
、
現
在
、
教
育
部
内
で
検

討
を
進
め
て
い
る
。

　
し
か
し
、
既
存
の
掲
揚
ポ
ー
ル
の
経
年

劣
化
等
の
状
況
に
よ
っ
て
は
、
移
設
で
は

な
く
新
設
す
る
方
法
が
望
ま
し
い
場
合
も

あ
り
、
今
後
、
専
門
業
者
の
意
見
も
聞
き

な
が
ら
十
分
検
討
し
対
応
し
て
い
く
。

五
ご

間
ま

くみ子
こ

専
門
業
者
の
意
見
も
聞
き
な
が
ら
新
設
を
含
め
検
討
す
る

「
ワ
モ
ア
川
本
」
へ
掲
揚
ポ
ー
ル
を
移
設
で
き
な
い
か

現
在
15
カ
国
、
１
６
３
名
で
あ
る

市
内
小
中
学
校
に
お
け
る
外
国
人
児
童
生
徒
の
在
籍
状
況
は

毎
年
75
歳
以
上
の
方
へ
地
域
通
貨
ネ
ギ
ー
を
贈
呈
し
て
い
る

高
齢
者
に
対
し
て
の
お
祝
い
や
給
付
は
あ
る
の
か

Q

令
和
12
年
度
か
ら
介
護
保
険
事
業
が

大
里
広
域
市
町
村
圏
組
合（
以
下
、
組
合
）

か
ら
各
市
町
に
移
行
さ
れ
る
が
、
保
険
料

や
サ
ー
ビ
ス
へ
の
影
響
は
。

A

介
護
保
険
料
へ
の
影
響
に
つ
い
て
組

合
に
確
認
し
た
が
、
試
算
は
難
し
い
と
の

回
答
で
あ
っ
た
。
サ
ー
ビ
ス
へ
の
影
響
は
、

現
在
の
水
準
が
維
持
で
き
る
よ
う
調
整
を

進
め
て
い
く
。

Q

市
単
独
事
業
と
な
っ
た
際
、
保
険
料

が
上
が
ら
な
い
の
が
望
ま
し
い
が
、
影
響

を
最
小
限
に
と
ど
め
る
た
め
に
も
、
基
金

を
創
設
し
備
え
る
こ
と
に
つ
い
て
は
。

A

必
要
性
に
つ
い
て
、
検
討
し
て
い
く
。

Q

事
業
の
ス
ム
ー
ズ
な
移
行
の
た
め
に
、

準
備
室
の
設
置
を
す
る
な
ど
対
策
は
。

A

準
備
室
は
必
要
に
応
じ
検
討
す
る
。

●
地
域
課
題
に
つ
い
て
の
対
応
策
は

Q

生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
に
お
い
て
、

地
域
課
題
と
な
っ
て
い
る
も
の
は
何
か
。

A

「
社
会
参
加
」と「
移
動
」で
あ
る
。

Q

そ
れ
ら
課
題
解
決
に
、
各
立
場
の
目

標
や
役
割
分
担
が
あ
る
よ
う
だ
が
、
社
会

参
加
の
場
に
つ
い
て
の
具
体
的
目
標
は
。

A

市
内
全
域
に
歌
声
サ
ロ
ン
を
増
や
し

て
い
き
た
い
。

Q

移
動
に
つ
い
て
は
、
ど
う
か
。

A

く
る
リ
ン
の
利
用
促
進
を
目
標
に
活

動
し
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、
住
民
主
体
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
が
主
体
と
な
る
送

迎
サ
ー
ビ
ス
が
考
え
ら
れ
る
。

　
次
期
介
護
保
険
計
画
に
位
置
付
け
て
い

く
こ
と
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

現
在
の
サ
ー
ビ
ス
維
持
に
取
り
組
む

介
護
保
険
事
業
が
市
の
事
業
と
な
る
こ
と
へ
の
影
響
は

湯
ゆ

本
もと

哲
てつ

昭
あき

Q

学
習
面
に
お
い
て
の
支
援
体
制
は
。

A

学
習
の
基
礎
と
な
る
日
本
語
指
導
の

充
実
を
図
っ
て
お
り
、
小
学
校
18
校
、
中

学
校
９
校
へ
県
費
に
よ
る
日
本
語
指
導
教

員
３
名
を
配
置
す
る
と
と
も
に
、
市
単
独

で
日
本
語
指
導
員
11
名
を
配
置
し
て
、
子

ど
も
の
状
況
・
理
解
度
に
応
じ
て
授
業
に

入
っ
て
支
援
し
、
日
本
語
が
ほ
ぼ
理
解
で

き
な
い
児
童
生
徒
に
は
個
別
指
導
を
実
施

し
て
い
る
。

Q

家
庭
を
含
め
た
生
活
面
の
支
援
体
制

は
。

A

児
童
生
徒
が
互
い
の
文
化
を
理
解
・

尊
重
し
合
え
る
よ
う
、
国
際
理
解
教
育
や

道
徳
教
育
、
人
権
教
育
を
通
し
て
、
多
様

な
文
化
や
価
値
観
を
体
感
し
て
相
互
理
解

の
醸
成
を
図
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
母
国
の
宗
教
や
文
化
、
生
活
習

慣
な
ど
の
違
い
か
ら
苦
慮
す
る
場
面
な
ど

は
、
個
別
に
相
談
を
受
け
対
応
を
と
っ
て

い
る
。

●
深
谷
市
の
農
業
課
題
に
つ
い
て

Q

新
規
就
農
者
の
確
保
・
育
成
に
つ
い

て
の
施
策
は
あ
る
か
。

A

就
農
希
望
者
に
対
し
て
個
別
の
就
農

相
談
を
行
い
県
や
農
業
委
員
会
と
連
携
を

図
り
な
が
ら
就
農
計
画
作
成
等
の
支
援
を

行
っ
て
い
る
。

Q

深
谷
市
独
自
の
就
農
支
援
体
制
は
あ

る
の
か
。

A

認
定
新
規
就
農
者
や
認
定
農
業
者
を

対
象
に
農
業
機
械
の
購
入
経
費
の
一
部
を

補
助
す
る「
農
業
用
生
産
基
盤
整
備
等
活

動
補
助
金
」や
ア
グ
リ
テ
ッ
ク
を
推
進
す

る
為
の
機
器
等
の
経
費
の
一
部
を
補
助
す

る「
ア
グ
リ
テ
ッ
ク
導
入
支
援
事
業
補
助

金
」な
ど
の
事
業
が
あ
る
。
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ヘ
ル
メ
ッ
ト
か
帽
子
を
選
択
す
る
と
い
っ

た
方
法
も
視
野
に
入
れ
て
検
討
す
る
。

●
市
長
の
多
選
に
つ
い
て
の
認
識
を

伺
う

Q

小
島
市
長
は
５
選
目
の
出
馬
表
明
を

さ
れ
た
が
、
市
長
の
多
選
に
つ
い
て
の
考

え
を
伺
う
。
ま
た
、
小
島
市
長
は
多
選
を

批
判
し
、
多
選
禁
止
を
公
約
に
掲
げ
た
経

過
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
多
選
に
対
す
る
姿

勢
、
理
念
が
な
ぜ
変
化
し
た
の
か
伺
う
。

A

初
の
市
長
選
挙
時
、
全
国
的
に
首
長

の
多
選
に
つ
い
て
議
論
さ
れ
て
お
り
多
選

禁
止
を
公
約
に
掲
げ
た
。
し
か
し
、
市
長

就
任
後
、
困
難
な
課
題
の
解
決
等
に
は
長

い
歳
月
を
要
す
る
事
を
実
感
し
、
現
在
は

市
長
の
在
任
期
間
を
一
定
の
期
間
で
仕
切

る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

●
高
齢
者
の
免
許
証
返
納
問
題
を
問

うQ

埼
玉
県
シ
ル
バ
ー
・
サ
ポ
ー
タ
ー
制

度
に
お
い
て
、
本
市
で
は
免
許
返
納
者
に

対
し
バ
ス
の
割
引
な
ど
の
特
典
を
付
与
し

て
い
る
が
、
原
付
・
小
特
な
ど
下
位
免
許

を
残
し
た
場
合
の
扱
い
は
い
か
が
か
。

A

下
位
免
許
を
残
す
場
合
、
特
典
は
受

け
ら
れ
な
い
。

Q

免
許
返
納
は
本
人
の
意
思
や
努
力
で

は
な
く
、
生
活
環
境
に
依
存
す
る
側
面
が

あ
り
、
返
納
で
き
な
い
人
に
は
不
公
平
感

を
増
幅
さ
せ
社
会
格
差
を
助
長
す
る
。
こ

の「
隠
れ
た
不
合
理
性
」に
つ
い
て
、
市
の

考
え
を
伺
う
。

A

県
警
か
ら「
制
度
自
体
の
公
平
性
は

確
保
さ
れ
て
い
る
建
付
け
」と
聞
い
て
い

る
。「
隠
れ
た
不
合
理
性
」と
の
意
見
に
関

し
て
は
、
所
管
の
県
警
に
申
し
伝
え
る
。

要
望
に
応
じ
て
「
ま
ご
こ
ろ
出
張
講
座
」
を
適
宜
に
開
催

バ
ス
・
デ
マ
ン
ド
バ
ス
の
乗
り
方
教
室
に
つ
い
て
伺
う

経
済
的
支
援
、
就
労
支
援
等
を
実
施
し
て
い
る

児
童
養
護
施
設
退
所
児
童
に
対
す
る
深
谷
市
の
支
援
は

市
と
民
間
事
業
者
と
協
議
し
て
活
用
方
法
を
見
出
す

ふ
か
や
緑
の
王
国
は
令
和
14
年
度
ま
で
に
廃
止
と
あ
る
が

流
出
対
策
が
整
備
要
件
に
な
か
っ
た
た
め
講
じ
て
い
な
い

人
工
芝
の
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
流
出
防
止
策
は
ど
う
か「大阪府内の人工芝施設における

マイクロプラスチック流出抑制
に関するガイドライン」から

ミニカー・要普通免許

田
た

島
じま

秀
ひで

興
おき

Q

デ
マ
ン
ド
バ
ス
の
登
録
方
法
の
簡
便

化
は
で
き
な
い
か
伺
う
。

A

利
用
対
象
を
市
内
在
住
者
と
し
て
い

る
た
め
、
本
人
確
認
を
必
須
と
し
て
い
る
。

登
録
方
法
全
般
の
利
便
性
向
上
に
つ
い
て

は
、
今
後
も「
く
る
リ
ン
」再
編
等
の
タ
イ

ミ
ン
グ
に
合
わ
せ
て
検
討
し
て
い
く
。

Q

バ
ス
の
予
約
に
つ
い
て
、
他
市
で
は

ア
プ
リ
・
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
な
ど
多
様
だ
が
、
利

便
性
の
向
上
に
つ
い
て
市
の
考
え
を
伺
う
。

A

予
約
の
利
便
性
向
上
に
向
け
、
ツ
ー

ル
の
活
用
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
く
。

Q

デ
マ
ン
ド
バ
ス
の
利
便
性
向
上
、
ド

ア
・
ト
ゥ
・
ド
ア
に
つ
い
て
伺
う
。

A

現
制
度
で
は
ド
ア
・
ト
ゥ
・
ド
ア
は

困
難
。
ド
ア
・
ト
ゥ
・
ポ
イ
ン
ト（
バ
ス

停
）で
あ
れ
ば
制
度
上
可
能
。
今
後
も
利

便
性
向
上
に
向
け
て
協
議
を
重
ね
て
い
く
。

福
ふく

島
しま

秀
ひで

樹
き

Q

埼
玉
県
内
児
童
養
護
施
設
22
施
設
の

令
和
６
年
度
退
所
児
童
数
お
よ
び
退
所
し

た
後
の
状
況
は
。

A

令
和
６
年
度
の
施
設
退
所
児
童
数
は
、

全
体
で
１
７
３
人
。
家
庭
へ
の
引
き
取
り

が
77
人
で
最
も
多
く
、
次
に
高
校
卒
業
後

の
自
立
が
49
人
。
他
の
施
設
へ
の
措
置
変

更
が
29
人
。
最
も
少
な
い
の
が
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
な
ど
へ
移
行
し
た
18
人
で
あ
る
。

Q

児
童
相
談
所
お
よ
び
児
童
養
護
施
設

か
ら
、
ど
の
程
度
、
里
親
希
望
者
が
受
け

入
れ
ら
れ
て
い
る
の
か
。

A

令
和
５
年
度
の
デ
ー
タ
で
は
、
児
童

相
談
所
に
お
い
て
一
時
保
護
さ
れ
た
の
ち
、

里
親
委
託
と
な
っ
た
児
童
の
人
数
に
つ
い

て
は
87
人
。

　
ま
た
、
児
童
養
護
施
設
等
か
ら
里
親
委

託
と
な
っ
た
児
童
の
人
数
に
つ
い
て
は
46

人
と
な
っ
て
い
る
。

Q

深
谷
市
と
し
て
の
支
援
体
制
は
。

A

児
童
養
護
施
設
等
を
退
所
し
た
児
童

に
対
し
、
経
済
的
な
支
援
と
し
て
、
就
職

や
進
学
に
際
し
て
必
要
と
な
る
費
用
の
一

部
に
充
て
る
た
め
、
１
人
５
０
，
０
０
０

円
を
支
給
す
る「
ふ
っ
か
ち
ゃ
ん
児
童
自

立
支
援
事
業
」「
子
ど
も
の
虐
待
防
止
講
演

会
」を
年
１
回
開
催
し
て
い
る
。

Q

深
谷
市
以
外
の
経
済
的
支
援
お
よ
び

そ
の
他
支
援
は
。

A

国
・
県
が
実
施
す
る
経
済
的
支
援
と

し
て
、
児
童
養
護
施
設
を
退
所
し
就
職
す

る
者
や
大
学
等
へ
進
学
す
る
こ
と
と
な
っ

た
者
を
対
象
に「
就
職
支
度
費
」「
大
学
進

学
等
自
立
生
活
支
度
費
」「
大
学
等
受
験
料

の
補
助
」な
ど
や
児
童
養
護
施
設
の
老
朽

化
し
た
設
備
の
更
新
や
施
設
内
部
の
改
修
、

耐
震
化
に
係
る
費
用
な
ど
を
補
助
す
る
制

度
が
あ
る
。

山
やま

出
で

秀
ひで

明
あき

Q

２
年
連
続
で
ホ
タ
ル
鑑
賞
会
が
で
き

て
い
な
い
が
。

A

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
の
高
齢
化
に

よ
り
、
作
業
的
に
も
難
し
い
状
況
が
出
て

き
て
い
る
。

　
施
設
、
設
備
等
に
つ
い
て
も
老
朽
化
が

否
め
な
い
の
が
実
情
で
あ
る
。
ホ
タ
ル
鑑

賞
会
を
含
め
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
今
後
も

継
続
し
て
い
け
る
よ
う
、
必
要
な
経
費
を

精
査
し
た
上
で
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
●
選
挙
投
票
に
つ
い
て

Q

投
票
率
ア
ッ
プ
の
施
策
は
あ
る
の
か
。

A

小
中
学
生
及
び
高
校
生
を
対
象
に
明

る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
、

選
挙
出
前
講
座
、
一
般
向
け
に
明
る
い
選

挙
話
し
合
い
講
座
等
を
行
っ
て
い
る
。

　
日
頃
か
ら
の
地
道
な
啓
発
活
動
が
重
要

と
考
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
も
啓
発

活
動
を
継
続
し
て
い
き
た
い
。

●
中
央
土
地
区
画
整
理
事
業
に
つ
い
て

Q

レ
ン
ガ
通
り
を
中
心
に
市
内
の
飲
食

店
が
出
店
し
頻
繁
に
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ

れ
る
な
ど
多
く
の
人
が
集
ま
り
に
ぎ
わ
う

街
づ
く
り
を
目
指
す
と
あ
る
が
具
体
策
は

あ
る
の
か
。

A

中
山
道
、
市
役
所
通
り
に
加
え
て
レ

ン
ガ
通
り
を
利
用
し
た
イ
ベ
ン
ト
の
回
数

も
増
加
し
て
お
り
、
に
ぎ
わ
い
の
場
の
提

供
に
寄
与
し
て
い
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
現
在
の
と
こ
ろ
ソ
フ
ト

面
に
関
す
る
具
体
策
は
不
足
し
て
い
る
と

認
識
し
て
お
り
、
今
後
は
、
人
々
が
集
い

交
流
し
多
様
な
活
動
が
生
ま
れ
る
滞
留
の

場
の
形
成
に
つ
い
て
調
査
研
究
し
て
い
く
。

はるさんと1000本のさくら
ただのぶこ著　中央公論新社

佐
さ

久
く

間
ま

奈
な

々
な

Q

マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
、
生
態

系
へ
の
影
響
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
日
本

に
お
け
る
流
出
量
の
20
％
が
人
工
芝
で
あ

る
と
の
推
計
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
市
の
削

減
に
つ
い
て
の
考
え
と
、
公
園
等
の
人
工

芝
の
施
工
状
況
及
び
流
出
防
止
策
を
伺
う
。

A

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
の
適
切
な
管
理

が
流
出
抑
制
に
な
る
と
考
え
る
。
今
後
市

Ｈ
Ｐ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
で
流
出
抑
制
の
周
知
啓

発
を
行
う
。
ま
た
、
市
内
の
人
工
芝
施
工

は
主
に
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
で
あ
り
、
流
出
対

策
は
講
じ
て
い
な
い
。
今
後
施
設
更
新
す

る
際
に
流
出
問
題
に
配
慮
し
対
応
す
る
。

●
通
学
時
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
対
応
に
つ

い
て

Q

本
庄
市
で
は
熱
中
症
が
心
配
さ
れ
る

場
合
は
帽
子
着
用
も
可
能
と
な
っ
た
。
深

谷
市
で
も
同
様
な
対
応
が
で
き
な
い
か
。

A

命
を
守
る
為
に
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
は

重
要
で
あ
る
が
、
昨
今
の
暑
さ
を
鑑
み
、
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小
こ

泉
いずみ

　　 誠
まこと

Q

学
校
給
食
に
お
い
て
、
保
護
者
負
担

額
、
小
中
学
校
の
そ
れ
ぞ
れ
の
合
計
は
。

A

総
額
で
４
億
７
，
５
０
０
万
円
、
小

学
校
２
億
９
，
０
０
０
円
、
中
学
校
１
億

８
，
５
０
０
万
円
と
な
る
。

Q

市
の
支
出
が
４
億
７
，
５
０
０
万
円

増
加
す
る
訳
だ
が
、
市
独
自
予
算
で
は
難

し
い
と
い
う
こ
と
は
、
お
金
が
な
い
と
い

う
こ
と
か
。

A

無
償
化
に
は
、
継
続
的
な
予
算
の
見

通
し
が
必
要
で
あ
り
、
市
独
自
予
算
で
は

難
し
い
が
、
今
年
度
、
給
食
費
に
対
す
る

公
費
補
助
を
１
．
１
億
円
に
拡
大
し
た
。

今
後
も
国
の
動
向
を
注
視
し
て
い
き
た
い
。

●
下
水
道
使
用
料
の
値
下
げ
に
つ
い
て

Q

令
和
６
年
の
３
月
議
会
で
、
深
谷
市

の
下
水
道
使
用
料
が
、
県
内
39
市
の
中
で

突
出
し
て
高
額
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

そ
の
後
、
市
の
関
係
部
局
で
、
下
水
道
使

用
料
の
値
下
げ
に
つ
い
て
の
検
討
は
な
さ

れ
た
か
。

A

値
下
げ
の
検
討
は
行
っ
て
い
な
い
。

Q

下
水
道
使
用
料
を
県
内
39
市
平
均
額

に
値
下
げ
す
る
こ
と
は
可
能
か
。

A

独
立
採
算
制
の
原
則
に
基
づ
き
、
今

後
と
も
使
用
料
水
準
を
維
持
し
て
い
く
。

Q

家
庭
用
20
㎥
月
額
、
深
谷
市
は
３
，

５
２
０
円
、
熊
谷
市
２
，
５
８
５
円
、
本

庄
市
２
，
８
２
７
円
、
行
田
市
２
，
４
４

２
円
で
あ
る
。

　
市
の
下
水
道
使
用
料
に
つ
い
て
、
近
隣

自
治
体
と
の
比
較
、
バ
ラ
ン
ス
を
ど
う
考

え
て
い
る
か
。

A

近
隣
自
治
体
と
の
比
較
よ
り
も
、
独

立
採
算
制
の
原
則
の
中
で
、
将
来
に
渡
っ

て
、
下
水
道
事
業
を
健
全
に
運
営
し
、
堅

持
し
て
い
く
観
点
を
重
要
視
し
て
い
る
。

因
を
作
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

A

適
正
な
入
札
手
続
き
の
結
果
で
あ
り
、

市
内
経
済
に
寄
与
し
て
い
る
と
考
え
る
。

●
く
れ
よ
ん
か
ん
の
無
償
譲
渡
に
つ
い
て

Q

く
れ
よ
ん
か
ん
の
無
償
譲
渡
に
つ
い

て
、
自
治
会
費
の
増
額
や
将
来
の
取
り
壊

し
費
用
を
心
配
す
る
声
が
あ
る
。
こ
の
ま

ま
話
を
進
め
れ
ば
、
自
治
会
に
過
度
な
責

任
を
負
わ
せ
か
ね
な
い
。
市
は
、
希
望
す

る
全
て
の
自
治
会
員
に
対
し
改
め
て
説
明

会
を
行
う
考
え
は
あ
る
か
。

A

自
治
会
総
会
を
経
て
決
定
し
た
事
項

で
あ
り
、
説
明
会
を
行
う
考
え
は
な
い
が
、

過
度
な
負
担
が
無
い
よ
う
支
援
を
行
う
。

鈴
すず

木
き

三
みつ

男
お

Q

人
口
減
少
に
伴
い
外
国
人
住
民
の
増

加
が
見
込
ま
れ
る
が
、
市
内
に
在
籍
す
る

外
国
籍
住
民
は
、
現
在
ど
れ
く
ら
い
か
。

A

令
和
７
年
９
月
１
日
現
在
、
市
内
に

住
民
登
録
の
あ
る
外
国
人
は
４
，
３
９
７

人
。
上
位
５
か
国
で
は
２
，
７
９
１
人
。

Q

外
国
籍
住
民
の
医
療
や
介
護
な
ど
の

福
祉
や
生
活
保
護
世
帯
は
ど
う
か
。

A

日
本
人
と
同
様
に
医
療
保
険
や
介
護

保
険
に
加
入
し
、
同
じ
自
己
負
担
で
同
様

な
医
療
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
。

外
国
人
の
生
活
保
護
の
状
況
は
、
36
世
帯

46
人
で
あ
る
。
一
定
の
要
件
に
該
当
す
る

方
に
対
し
て
、
生
活
保
護
の
取
り
扱
い
に

準
じ
て
、
必
要
な
保
護
を
行
っ
て
い
る
。

Q

日
本
語
の
わ
か
ら
な
い
子
ど
も
は
ど

れ
く
ら
い
い
る
の
か
。
支
援
は
ど
う
か
。

A

幼
稚
園
や
小
・
中
学
校
に
、
日
本
語

指
導
を
必
要
と
し
て
い
る
子
ど
も
は
１
０

９
名
で
、
県
費
の
日
本
語
指
導
教
員
３
名
、

市
単
独
で
11
名
の
指
導
員
を
配
置
し
て
い

る
。
保
育
園
な
ど
の
園
児
は
23
人
で
、
優

し
い
言
葉
や
絵
カ
ー
ド
な
ど
で
日
本
語
の

理
解
が
進
む
よ
う
対
応
し
て
い
る
。

Q

外
国
人
住
民
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る

が
、
多
文
化
共
生
推
進
の
た
め
の
方
針
や

推
進
計
画
の
策
定
が
必
要
で
は
な
い
か
。

A

外
国
籍
住
民
は
３
％
で
あ
り
、
現
時

点
で
は
個
別
計
画
策
定
の
予
定
は
な
い
。

●
学
校
給
食
費
の
無
償
化
の
実
現
を

Q

深
谷
市
も
国
の
施
策
を
待
た
ず
に
給

食
費
無
償
化
を
実
現
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

A

深
谷
市
内
の
全
校
で
自
校
式
給
食
を

行
い
物
価
高
騰
に
約
１
・
１
億
円
の
食
材

費
を
補
助
。
無
償
化
実
現
に
は
約
12
億
円

必
要
な
の
で
市
単
独
で
は
難
し
い
。

市
独
自
予
算
に
よ
る
、
学
校
給
食
無
償
化
は
難
し
い
と
考
え
る

学
校
給
食
無
償
化
に
つ
い
て
市
は
ど
の
よ
う
な
検
討
を
し
た
か

定
め
ら
れ
た
ル
ー
ル
や
法
律
に
則
っ
て
適
切
に
行
っ
て
い
る

入
札
の
制
限
が
市
内
建
設
業
者
の
育
成
に
繋
が
っ
て
い
る
の
か

登
録
の
あ
る
外
国
人
は
９
月
１
日
現
在
４
，
３
９
７
人
で
あ
る

深
谷
市
内
に
在
籍
す
る
外
国
人
住
民
の
人
数
は
ど
れ
く
ら
い
か
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外国籍 外国籍

人口比 人口比

国籍別 人数 ％ 国籍別 人数 ％

中国 865 30.4 中国 713 16.2

ペルー 479 16.8 ペルー 433 9.8

フィリピン 401 14.1 フィリピン 497 11.3

ベトナム 221 7.8 ベトナム 623 14.2

ブラジル 163 5.7 インドネシア 525 11.9

その他 715 25.1 その他 1,606 36.5
合計53ヵ国 2,844 合計55ヵ国 4,397 1,553増

1.98% 3.13%

深谷市の外国籍住民の人数と比率　

2019年3月末現在 2025年9月1現在

2,844人 4,397人

Q

令
和
６
年
度
に
入
札
が
行
わ
れ
た
３

件
の
公
共
工
事
は
、
一
者
応
札
の
結
果
、

合
計
落
札
額
が
63
億
円
を
超
え
、
平
均
落

札
率
は
99
．
67
％
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
、

一
般
競
争
入
札
の
制
限
が
問
題
構
造（
元

東
京
都
入
札
監
視
委
員
会
委
員
長
楠
教
授

提
唱
の
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
構
造
）で
あ
っ

た
た
め
競
争
原
理
が
働
か
ず
、
特
定
の
業

者
に
有
利
な
入
札
に
な
っ
た
事
が
原
因
と

考
え
ら
れ
る
。
市
の
見
解
を
伺
う
。

A

入
札
に
参
加
可
能
な
業
者
の
数
は
適

正
な
範
囲
で
あ
り
、
問
題
な
い
と
考
え
る
。

Q

令
和
６
年
度
に
行
わ
れ
た
他
の
85
件

の
工
事
平
均
落
札
率
88
．
２
％
で
、
こ
の

３
件
の
工
事
が
落
札
さ
れ
た
場
合
、
約
７

億
３
千
万
円（
市
民
一
人
当
た
り
５
千
円

超
）の
経
費
削
減
が
可
能
と
な
る
。
市
は

大
規
模
公
共
工
事
の
入
札
に
制
限
を
設
け

た
理
由
を
市
内
企
業
の
育
成
と
し
て
い
る

が
、
儲
か
る
業
者
と
そ
れ
以
外
の
業
者
の

２
極
化
が
進
み
、
業
界
を
衰
退
さ
せ
る
原

建
物
の
現
状
把
握
を
し
た
上
で
、
改
修
工
事
を
検
討
し
て
い
く

尾
高
惇
忠
生
家
の
改
修
や
密
議
の
間
の
公
開
は
考
え
て
い
る
か

村
ミ ル ク

川 徳
お や じ

浩

向
け
の「
論
語
講
座
」も
開
催
し
て
い
る
。

　
今
後
は
、
尾
高
惇
忠
生
家
に
も
、
論
語

を
紹
介
し
た
パ
ネ
ル
等
を
掲
示
し
、
来
館

者
が
論
語
に
触
れ
る
機
会
を
増
や
し
て
い

き
た
い
。

●
清
水
川
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

Q

中
・
下
流
部
は
葦
や
雑
草
の
繁
茂
、

泥
の
堆
積
で
水
の
流
れ
が
悪
い
。
葦
の
除

去
、
浚し

ゅ
ん
せ
つ渫
は
で
き
な
い
か
。

A

清
水
川
を
管
理
し
て
い
る
県
に
確
認

し
た
と
こ
ろ
、
昨
年
の
新
１
万
円
札
発
行

を
受
け
、
旧
渋
沢
邸「
中
の
家
」付
近
を
優

先
し
て
実
施
し
た
。
今
後
も
浚し

ゅ
ん
せ
つ渫
と
河
床

の
防
草
対
策
を
行
っ
て
い
く
と
の
事
。

八
はち

須
す

由
よし

憲
のり

Q

尾
高
惇
忠
生
家
は
ど
の
よ
う
な
運
営

を
し
て
い
る
の
か
。

A

施
設
管
理
と
し
て
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
の
職
員
と「
渋
沢
栄
一
翁
と
論
語

の
里
」ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
の
会
員
を
午

前
と
午
後
に
１
名
ず
つ
配
置
し
、
来
館
者

へ
ガ
イ
ド
等
を
行
っ
て
い
る
。

Q

栄
一
翁
は
幼
少
期
、
尾
高
惇
忠
か
ら

論
語
な
ど
を
学
び
、
論
語
を
生
涯
の
指
針

と
し
て
事
業
活
動
を
行
っ
た
。
来
訪
者
や

子
供
た
ち
が
論
語
に
ふ
れ
る
機
会
を
増
や

す
た
め
に
、
論
語
の
章
句
を
パ
ネ
ル
や
看

板
等
で
設
置
で
き
な
い
か
。

A

渋
沢
栄
一
ゆ
か
り
の「
論
語
の
里
」を

活
性
化
す
る
こ
と
を
目
的
に
、「
渋
沢
栄

一
翁
と
論
語
の
里
」ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会

に
事
業
を
委
託
し
て
い
る
。旧
渋
沢
邸「
中

の
家
」の
南
側
施
設
で
は
、
週
末
に
訪
れ

た
お
客
様
に
飲
み
物
等
の
お
も
て
な
し
を

行
い
、
施
設
内
に
栄
一
翁
も
学
ん
だ
論
語

の
章
句
を
掲
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
市
民

尾高惇忠生家
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Q

多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
制
度
活
用

の
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
を
聞
き
た
い
。

A

農
地
の
多
面
的
機
能
を
維
持
・
発
揮

す
る
た
め
の
支
援
を
す
る
制
度
で
、
メ
リ 

ッ
ト
は
、
地
域
の
共
同
活
動
の
継
続
が
可

能
と
な
る
こ
と
な
ど
、
デ
メ
リ
ッ
ト
は
交

付
申
請
手
続
き
や
報
告
書
の
作
成
事
務
が

発
生
す
る
な
ど
で
あ
る
。

Q

深
谷
市
全
体
で
の
活
動
組
織
の
状
況

を
聞
き
た
い
。

A

令
和
６
年
度
の
活
動
組
織
数
は
44
組

織
で
、
補
助
金
交
付
額
は
６
７
，
３
３
４
，

０
２
６
円
で
あ
っ
た
。

Q

花
園
地
区（
花
園
資
源
保
全
向
上
活

動
組
織
）の
予
算
決
算
、
活
動
内
容
に
つ

い
て
伺
う
。

A

令
和
６
年
度
の
補
助
交
付
額
は
５
，

７
７
６
，
６
５
０
円
で
、
主
な
活
動
内
容

は
、
水
路
の
草
刈
り
や
泥
上
げ
、
機
能
診

断
で
あ
る
。

●
外
国
人
対
策
に
つ
い
て

Q

深
谷
市
の
外
国
人
の
人
数
と
国
籍
別

の
人
数
を
知
り
た
い
。

A

市
内
に
住
民
登
録
の
あ
る
外
国
人
は

４
，
３
９
７
人
で
、
国
籍
別
の
上
位
５
か

国
の
人
数
は
、
中
国
国
籍
の
か
た
が
７
１

３
人
、
ベ
ト
ナ
ム
国
籍
の
か
た
が
６
２
３

人
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
籍
の
か
た
が
５
２

５
人
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
国
籍
の
か
た
が
４
９

７
人
、
ペ
ル
ー
国
籍
の
か
た
が
４
３
３
人

で
あ
る
。

Q

日
本
語
が
わ
か
ら
な
い
子
供
の
人
数

及
び
対
応
と
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

A

園
児
は
24
人
、
児
童
生
徒
は
１
０
８

人
で
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト

の
翻
訳
機
能
を
使
う
な
ど
で
対
応
し
て
い

る
。

臨
機
応
変
に
対
応
し
て
い
く

タ
ブ
レ
ッ
ト
は
学
習
以
外
で
は
使
え
な
い
か

富
とみ

田
た

　 勝
まさる

小
こ

林
ばやし

　 真
まこと

●
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
の「
動
員
」

Q

イ
ベ
ン
ト
へ
の「
動
員
」は
大
き
な
負

担
。
オ
ン
ラ
イ
ン
で
軽
減
で
き
な
い
か
。

A

Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
と
の
連
携
・
協
働
で
事

業
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
今
後
オ
ン
ラ
イ

ン
化
な
ど
の
負
担
軽
減
を
検
討
し
て
い
く
。

Q

「
動
員
」に
対
す
る
考
え
方
は
。

A

人
が
集
ま
る
こ
と
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
形
成
に
役
立
つ
な
ど
い
い
面
も
あ
る
。

●「
新
深
谷
市
史
」編
纂
と
市
民
協
働

Q

ま
だ
計
画
段
階
だ
と
し
て
も
、
現
段

階
の
状
況
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

A

他
市
の
事
例
な
ど
を
踏
ま
え
て
研
究

を
行
っ
て
お
り
、
課
題
を
整
理
し
な
が
ら
、

具
体
化
に
向
け
準
備
を
進
め
て
い
く
。

●
こ
ど
も
館
と
こ
ど
も
の
自
治

Q

体
育
室
に
年
代
別
ゾ
ー
ン
は
。

A

年
代
別
で
な
く
、
遊
び
の
種
目
に
よ

っ
て
防
球
ネ
ッ
ト
等
で
区
切
る
。

Q

放
課
後
こ
ど
も
だ
け
で
こ
ど
も
館
に

行
く
こ
と
が
で
き
る
の
は
ど
こ
の
校
区
か
。

A

市
立
小
学
校
で
は
、
児
童
の
み
で
移

動
可
能
な
範
囲
を
在
籍
校
の
通
学
区
域
内

と
し
て
い
る
た
め
、
深
谷
小
学
校
と
な
る
。

市
立
中
学
校
で
は
、
各
家
庭
の
判
断
に
よ

る
も
の
と
し
て
移
動
範
囲
の
定
め
は
な
い

こ
と
か
ら
、
全
て
の
市
立
中
学
校
と
な
る
。

●
ア
マ
チ
ュ
ア
農
家

Q

農
業
ビ
ギ
ナ
ー
は
、
市
民
農
園
な
ど

で
、
稲
作
を
す
る
こ
と
は
可
能
か
。

A

農
業
未
経
験
者
が
稲
作
を
行
う
に
は
、

基
本
的
な
知
識
と
技
術
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
多
く
の
課
題
を
ク
リ
ア
し
て
い
く
必

要
が
あ
り
、
難
し
い
も
の
と
考
え
る
。

方
針
や
計
画
の
策
定
は
十
分
な
時
間
を
設
け
て
丁
寧
に
進
め
る

小
中
学
校
再
編
へ
の
取
組
の
現
状
は

自転車の行き先は
　　「こどもたちの自治」かも知れない

茂
もて

木
ぎ

一
いち

郎
ろう

髙
たか

田
だ

博
ひろ

之
ゆき

Q

唐
沢
川
の
歴
史
を
伺
う
。

A

上
唐
沢
川
の
改
修
を
記
念
し
て
、
昭

和
６
～
10
年
に
か
け
て「
深
谷
保
勝
会
」が

中
心
と
な
り
桜
が
植
樹
さ
れ
た
。

　
そ
の
後
、
こ
の
桜
が
枯
れ
た
こ
と
か
ら
、

昭
和
50
年
代
に「
青
年
会
議
所
」の
音
頭
で
、

桜
が
植
樹
さ
れ
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

Q

今
後
ど
の
様
に
管
理
す
る
の
か
。

A

薬
剤
散
布
や
薬
剤
注
入
な
ど
の
ク
ビ

ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ
キ
リ
対
策
を
講
じ
る
。

　
伐
採
後
の
補
植
は
、
場
所
を
限
定
し
、

将
来
に
わ
た
っ
て
桜
の
景
観
の
維
持
に
務

め
る
。

Q

小
中
学
校
、
幼
稚
園
、
公
民
館
、
文

化
財
関
連
施
設
の
桜
の
管
理
は
ど
う
か
。

A

安
全
性
の
確
保
に
よ
る
伐
採
と
害
虫

駆
除
を
講
じ
る
。

　
補
植
に
つ
い
て
は
各
学
校
の
学
校
運
営

協
議
会
で
協
議
し
補
植
し
て
い
る
学
校
も

あ
る
。
そ
の
他
の
施
設
は
補
植
を
行
う
予

定
は
な
い
。

Q

樫
合
に
あ
る
施
設
の
大
里
広
域
市
町

村
圏
組
合
の
時
の
計
画
は
。

A

清
掃
セ
ン
タ
ー
は
33
年
が
経
過
し
新

築
を
計
画
し
て
い
た
。
施
設
規
模
一
日
当

た
り
２
０
５
ｔ
の
処
理
を
し
、
事
業
費
は

建
設
費
と
20
年
間
の
運
営
費
の
合
計
で
４

５
５
億
円
を
見
込
み
、
令
和
11
年
度
の
使

用
開
始
を
予
定
し
て
進
め
て
い
た
。

Q

深
谷
市
単
独
の
場
合
の
ご
み
焼
却
施

設
の
計
画
は
。

A

公
共
に
よ
る
建
設
と
民
間
施
設
の
活

用
の
二
つ
の
方
法
に
つ
い
て
検
討
し
て
い

る
。
今
後
も
、
市
民
の
生
活
環
境
の
保
全

と
安
定
し
た
ご
み
処
理
体
制
の
構
築
に
向

け
鋭
意
取
り
組
ん
で
い
く
。

●
ホ
フ
マ
ン
輪
窯
の
集
客
施
設
は

Q

管
理
活
用
棟
建
設
は
ど
ん
な
内
容
な

の
か
。

A

６
号
窯
の
西
側
に
建
設
し
、
床
面
積

約
７
０
９
㎡
、
煉
瓦
調
で
曲
線
的
な
外
観

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

Q

５
類
移
行
前
の
臨
時
接
種
の
状
況
は
。

A

65
歳
以
上
の
対
象
者
４
１
，
８
５
９

人
の
う
ち
１
回
目
４
０
，
０
９
３
人
で
、

95
．
８
％
。
２
回
目
３
９
，
９
４
５
人
で

95
．
４
％
。
５
歳
以
上
の
対
象
者
は
１
４

２
，
８
０
３
人
の
う
ち
１
回
目
１
１
７
，

６
５
１
人
で
８
２
．
４
％
。
２
回
目
１
１

６
，
７
３
６
人
で
81
．
８
％
。

Q

予
防
接
種
で
の
健
康
被
害
の
数
は
。

A

申
請
者
13
人
の
う
ち
、
国
が
認
め
た

人
数
は
８
人
で
あ
る
。

Q

健
康
被
害
者
に
対
し
て
、
補
償
さ
れ

た
の
か
。

A

予
防
接
種
健
康
被
害
救
済
制
度
給
付

金
が
支
払
わ
れ
た
。

と
し
、
シ
ア
タ
ー
ス
ペ
ー
ス
な
ど
の
展
示

エ
リ
ア
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
ス
ペ
ー
ス
、

厨
房
な
ど
を
設
け
る
。
飲
食
ス
ペ
ー
ス
は

輪
窯
の
内
部
に
設
置
し
、
約
１
２
４
㎡
に

50
席
を
予
定
し
て
い
る
。
文
化
財
の
窯
と

い
う
非
日
常
空
間
で
食
事
を
し
な
が
ら
思

い
出
の
時
間
を
過
ご
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
現
在
飲
食
事
業
者
の
募
集
を
行
っ
て
お

り
、
募
集
要
項
の
中
で
メ
ニ
ュ
ー
、
価
格

設
定
な
ど
に
留
意
す
る
こ
と
、
団
体
観
光

客
や
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
客
へ
の
対
応
、

深
谷
な
ら
で
は
の
メ
ニ
ュ
ー
を
盛
り
込
む

こ
と
、
ア
ル
コ
ー
ル
飲
料
も
可
能
と
す
る

こ
と
な
ど
の
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
事
業

者
か
ら
の
提
案
に
対
し
、
最
も
ふ
さ
わ
し

い
も
の
を
選
定
し
て
い
く
。

桜
の
景
観
の
維
持
に
努
め
る

市
が
管
理
す
る
桜
に
枯
れ
木
が
目
立
つ
が
今
後
の
対
策
は

保存修理終了後のホフマン輪窯外観

A Q
組
合
が
処
理
す
る
介
護
保
険
と
ご
み
処
理
は
市
町
に
戻
す

大
里
広
域
市
町
村
圏
組
合
が
解
散
す
る
こ
と
に
な
り
市
の
対
応
は

映像は
こちらから

滝宮神社周辺の上唐沢川桜堤



　本年は、戦後 80 年ということで、ＴＶ等においても多くの特集が
組まれ、改めて、戦争と平和について考えさせられました。深谷市で
は「非核平和都市宣言」があり、深谷市民が平和の尊さを感じられるよ
う市としても様々な施策を通じて、努力していくとのことです。
　さて、今回の定例会は、令和６年度の決算審査の大事な議会であり
ました。多くの議員が決算状況に関する質疑をし、また、一般質問に
おいても 21 名の議員が行い、終始緊張感のある議会でした。議会の
様子の動画を市議会ＨＰからぜひご覧になってください。 坂本　博

編 集 委 員 会

議会の生中継・録画配信
http://fukaya.gijiroku.com
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［副委員長］
柿澤　祐介
山出　秀明

［委員長］
［ 委 員 ］

小林　　真
佐久間奈々
坂本　　博

岡　　　仁
田島　秀興
八須　由憲

［編集責任者］ 議長　田口　英夫

　今月の表紙は令和の米騒動から一
年。背景画像は赤城を仰ぐ市北部、
9月21日の田んぼです。編集委員会
で柿澤委員がニコニコしながら「こ
れ、どこだかわかりますよ！」。地域
を知るのが議員です。後継者不足、
異常高温…田園風景も問題はつきま
せんが、今年も深谷に収穫の秋。
実れよ！　　　　　　　小林　真

日 月 火 水 木 金 土
11/16 17 18 19 20 21 22

（開会）
議案説明

23 24 25 26 27 28 29

議案説明 議案質疑 議案質疑

30 12／1 2 3 4 5 6
総務

委員会
福祉文教
委員会

産業建設
委員会

7 8 9 10 11 12 13

一般質問 一般質問 一般質問 採決
（閉会）

議会のうごき議会のうごき

編 集 後 記

行 事 内 容行 事 内 容9月
  1（月） 議会運営委員会
  議会開会、議案説明
  4（木） 議案質疑

  8（月） 産業建設委員会
  9（火） 総務委員会
10（水） 福祉文教委員会
11（木） 決算特別委員会
12（金） 決算特別委員会

18（木） 一般質問
19（金） 一般質問
22（月） 一般質問

25（木） 議会運営委員会
  採決、議会閉会

  議員全員協議会
 ・小児科オンライン診療試行実施
  ・深谷市立中学校における今後の部活動の
 　在り方

行 事 内 容行 事 内 容8月
25（月） 議会運営委員会

  議員全員協議会

 ・公用車のカーナビゲーションに係る
  　NHK受信契約の未契約

 ・令和７年度深谷市防災士養成講座

 ・深谷市民の日を定める条例案

 ・第４次深谷市地域福祉計画・深谷市地域福祉
 　活動計画（素案）

 ・ネギーチャレンジを活用した
 　コバトンALKOOマイレージ

 ・深谷市こども館条例の制定

 ・（仮称）深谷市こども館の愛称決定

 ・深谷消防署上柴分署の建て替え整備

 ・マイナンバーカードを活用した
 　救急業務（マイナ救急）の実施

 ・新設幼稚園の名称案

12月定例会のお知らせ12月定例会のお知らせ




